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柏原保育園の園児柏原保育園の園児

決算状況及び財政状況については、

町ホームページでも公表しています

問総務課 財政係 ☎ （255）5920

予
算
と
決
算
の
意
義

　
１
年
間
の
町
に
入
る
お
金
や
使
い
道
を
予
定
す
る
こ
と
を

「
予
算
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
予
算
に
対
し
て
、
実
際
に
ど

の
く
ら
い
の
お
金
が
入
っ
た
の
か
、
何
に
お
金
を
使
っ
た
の
か

を
ま
と
め
て
確
定
す
る
の
が
「
決
算
」
で
す
。
町
の
決
算
は
、

年
度
終
了
後
、
監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
た
う
え
で
、
町

議
会
に
認
め
ら
れ
て
初
め
て
確
定
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
結

果
が
次
の
年
の
予
算
の
基
準
に
な
り
ま
す
。

歳
入
と
歳
出

　

会
計
に
は
【
歳
入
】
と
【
歳
出
】
が
あ
り
ま
す
。

■
歳
入
（

入
っ
て
く
る
お
金
）
：
税
金
、
借
入
金
、
国
・
県
か

ら
配
分
さ
れ
た
お
金
、
手
数
料
な
ど

■
歳
出
（

使
う
お
金
）
：
道
路
な
ど
の
整
備
、
医
療
・
福
祉

に
係
る
費
用
、
借
入
金
の
返
済
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
や

病
院
経
営
へ
の
補
助
な
ど

３
種
類
の
会
計

■
一
般
会
計　
福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
町
政
運
営

の
基
本
と
な
る
会
計

■
特
別
会
計
（

４
会
計
）　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な

ど
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
収
支
を
明
確
に
す
る
た
め

に
一
般
会
計
と
分
け
て
設
置
す
る
会
計

■
公
営
企
業
会
計
（
３
会
計
）　

独
立
採
算
が
原
則
で
、
民

間
の
企
業
会
計
と
同
じ
方
式
を
と
っ
て
い
る
会
計

　

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
で
資
金
に
不
足
が
生
じ
た
場

合
、
国
の
基
準
に
沿
っ
て
一
般
会
計
の
お
金
を
繰
り
出
し
て

お
り
、各
会
計
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。次
ペ
ー

ジ
か
ら
、
各
会
計
の
決
算
状
況
、
主
要
事
業
の
実
施
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決算報告令和６年度
一般会計／特別会計

／公営企業会計

町では毎年、皆さんの納めた税金がどのように使われ

ているかお知らせをしています。

議会定例会９月会議で認定された令和６年度決算の概

要や、町の財政状況をお伝えします。

様々な事業に皆さんの税金が活用されています様々な事業に皆さんの税金が活用されています
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■グラフの見方　①⬇⬆は対前年度比の増減率を示します／②金額は1万円未満を四捨五入しているため、合計額が一致しない場合があります。

一
般
会
計
決
算
の
状
況

　

歳
入
総
額
は
６
４
億
１
，
０
９
２
万
円
、
歳
出
総
額
は

６
１
億
５
，
４
０
９
万
円
と
な
り
、
歳
入
が
歳
出
を
２
億
５
，

６
８
３
万
円
上
回
り
ま
し
た
。
こ
の
差
額
の
う
ち
、
３
，

５
３
６
万
円
を
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
と
し
た
結
果
、

２
億
２
，
１
４
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入
は
前
年
に
引
き
続
き
自
主
財
源
が
増
加

　

歳
入
の
う
ち
、
町
独
自
の
収
入
（
自
主
財
源
）
は
、
町
税
が

１
１
億
７
，
４
１
５
万
円
と
な
り
、
歳
入
全
体
の
約
１
８
．
３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
町
税
は
前
年
と
比
べ
て
９
９
１
万
円

増
加
し
ま
し
た
。
繰
入
金
は
１
億
７
，
３
２
９
万
円
で
、
基
金

の
取
崩
し
に
よ
り
、
前
年
と
比
べ
て
１
億
４
，
５
９
９
万
円
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含
め
た
自
主
財
源
全
体
で
は
、
前

年
か
ら
１
億
８
，
６
３
２
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
独
自
収
入
以
外
の
資
金
（
依
存
財
源
）
に
は
、
地

方
交
付
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
依
存
財
源
は
前
年
に
比
べ
２
億
６
，
０
３
７
万

円
増
加
し
、
歳
入
全
体
の
約
７
２
．
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
歳
出
は
物
件
費
、
維
持
補
修
費
が
増
加

　
　

性
質
別
の
支
出
で
は
、
物
件
費
で
１
億
５
，
７
５
８
万
円
増

加
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
廃
止
代
替
路
線
の
バ
ス
運

行
委
託
料
の
増
加
や
、
地
籍
調
査
に
よ
る
測
量
調
査
委
託
料

の
増
加
で
す
。
維
持
補
修
費
で
は
、
１
億
１
，
７
９
３
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
道
路
や
橋
の
維
持
修
繕
を
実

施
し
た
ほ
か
、
令
和
６
年
度
の
豪
雪
に
対
応
す
る
た
め
、
除
排

雪
作
業
の
委
託
料
が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

目
的
別
で
は
、
衛
生
費
で
病
院
事
業
へ
の
繰
出
金
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
り
１
億
４
，
４
８
４
万
円
の
増
加
、
農
林
水
産
業

費
で
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
の
減
少
に
よ
り
１
，

２
３
９
万
円
の
減
少
、
土
木
費
で
道
路
や
橋
梁
の
維
持
修
繕

な
ど
が
増
加
し
た
た
め
１
億
２
，
１
６
４
万
円
の
増
加
、
教
育

費
で
地
区
体
育
館
の
整
備
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
５
，

９
７
５
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計歳入・歳出
町政運営の基本となる会計

差引き 2 億 5,683 万円の

うち、７年度へ繰越す事

業 分 の 3,536 万 円 を 除

き、2億 2,147 万円の黒字

議会費
6,758万円
(⬇3.5％)

使用料･手数料

8,837万円

(⬆0.8％)

災害復旧費
3,537万円

（⬆886.7％）

歳出：６１億５，４０９万円
前年度比 ３億９７８万円(⬆５．３％)

歳入：６４億１，０９２万円
前年度比　４億４，６６９万円(⬆７．５％)

性質別

人件費

11億5,082万円(⬆4.4％)

扶助費
4億7,310万円(⬆17.9％)

公債費

5億4,612万円(⬇4.4％)

普通建設事業費

4億6,603万円(⬆5.2％)

物件費

8億8,532万円(⬆21.7％)

維持補修費
4億8,360万円(⬆32.3％)

補助費等

13億6,418万円(⬇1.0％)

繰出金

3億7,831万円(⬇0.1％)

自
主
財
源

　
２
７
．７
％

依
存
財
源

　
７
２
．３
％

義
務
的
経
費 

３
５
．３
％

そ
の
他 

５
６
．６
％

町税

11億7,415万円(⬆0.9％)

地方交付税

31億4,761万円(⬆2.9％)

県支出金 2億9,441万円(⬇4.2％)

その他 3億3,685万円(⬆9.7％)

繰入金

1憶7,329万円

(⬆534.6％)

町債 3億1,970万円(⬆29.5％)

国庫支出金

5億676万円(⬆16.1％)

投
資
的
経
費
８
．１
％

民生費

12億8,473万円(⬇0.2％)

衛生費

8億5,211万円(⬆20.5％)

農林水産業費

2億7,520万円(⬇4.3％)

土木費
11億7,868万円(⬆11.5％)

教育費

5億4,343万円(⬆12.4％)

総務費

9億4,660万円(⬆0.7％)

公債費

5億4,612万円(⬇4.4％)

消防費
2億6,816万円(⬆1.4％)

目的別

1
令和６年度

出資金
2億72万円
(⬇7.7％)

商工観光費
1億5,610万円

(⬇9.1％)

積立金
1億7,052万円
(⬇33.5％)

災害復旧費

3,537万円

(⬆886.7％)

地方譲与税

地方特例交付金等

3億6,978万円

(⬆12.9％)
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特別会計

国民健康保険

歳入:１０億２，２０４万円 歳出:１０億１，７８０万円 差引:４２４万円

自営業の方や他の医療保険に加入されていない方のための医療保険給付、特定健診の実施

●被保険者：1,937人 (1,301世帯 )／●保険給付状況：7憶 4,171万円／●一般会計繰入金：7,276万円

※歳入には前年度繰越金 425万円が含まれています。また、令和６年度末の国民健康保険基金の残高は9,180万円で、10万円増加しました。

介護保険

歳入:１０億４，８９８万円 歳出:１０億２，３２１万円 差引:２，５７８万円

介護予防事業、介護（支援）が必要となった方への保険給付、その他介護保険の運営

●第1号保険者数：3,356人／●保険給付状況：8億 6,705万円／●一般会計繰入金：1億 4,353万円

その他の特別会計　　　　　　　　

後期高齢者医療

歳入額 歳出額 差引

古海診療所

歳入額 歳出額 差引

1億5,293万円 1億4,875万円 418万円 467万円 461万円 6万円

※万単位で表示しているため、差引額が合わないことがあります。

水道事業会計 下水道事業会計

【業務状況】

年度末給水人口 :7,237 人 （⬇194人）

配水量 :3,290 ㎥ / 日 （⬆104 ㎥ / 日）

有収水量 :2,529 ㎥ / 日 （⬆74 ㎥ / 日）

1 日最大配水量 :5,218 ㎥ （⬇623 ㎥ / 日）

給水原価 ： 186.63 円 / ㎥ （⬆１2．28 円 / ㎥）

総収益 1億9,892万円(⬆3.3％)

総費用 1億8,719万円(⬆8.5％)

経常利益 1,261万円(⬇42.3％)

純利益 1,172万円(⬇41.2％)

繰越利益剰余金 5,948万円(⬆12.7％)

積立金現在高 1億9,247万円(⬆11.6％)

一般会計繰入金 83万円(⬇64.1％)

信越病院：業務量の推移

入　院 外　来

年間
延患者数

平均患者数
（日）

１人 /1日
診療収入

年間
延患者数

平均患者数
（日）

１人 /1日
診療収入

５年度 16,410人 44.8人 26,831円 48,932人 201.4 人 7,396円

６年度 14,720人 40.3人 29,549円 45,642人 187.8人 7,254円

経営分析数値等の推移

病床利用率
費用構成の比率

職員人件費 薬品費 その他材料費

５年度 46.2％ 86.7％ 4.1％ 7.0％

６年度 56.0％ 95.0％ 4.7％ 6.5％

病院事業会計
総収益 13億4,854万円(⬆6.8％)

総費用 14億1,752万円(⬆0.9％)

経常損失 6,898万円(⬇51.6％)

純損失 6,898万円(⬇51.6％)

繰越欠損金 13億7,403万円(⬆5.3％)

資金残高 6,231万円(⬇40.0％)

一般会計繰入金 4億7,214万円(⬆35.0％)

特定の事業を行うための４会計。全会計黒字を達成するも、一般会計からの繰入金も多い。

公営企業会計
独立採算の3会計。水道事業・下水道事業は黒字経営、病院は赤字経営となる。3 Check!!

2

【業務状況】

処理区域内人口 :6,732 人 （⬇130 人）

普及率 :90．2％ （⬆0.5％）

有収水量 :1,344 ㎥ / 日 （⬆44 ㎥ / 日）

処理水量 :1,502 ㎥ / 日 （⬆82 ㎥ / 日）

汚水処理単価 :253.20 円 / ㎥　（⬆35.25円/ ㎥）

総収益 5億3,019万円(⬇1.2％)

総費用 4億6,376万円(⬆2.1％)

経常利益 6,674万円(⬇19.1％)

純利益 6,643万円(⬇19.2％)

繰越利益剰余金 7,725万円(⬆93.9％)

積立金現在高 3,702万円(皆増)

一般会計繰入金 2億2,508万円(⬇2.6％)

Check!!
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特
別
会
計
の
状
況

　

特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

今
年
度
も
全
て
の
特
別
会
計
で
収
支
は
黒
字
で
す
が
、
保
険

税
や
保
険
料
だ
け
で
は
運
営
が
難
し
い
た
め
、
不
足
分
は
一
般

会
計
か
ら
補
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計
の
状
況

　

公
営
企
業
会
計
は
、「
地
方
公
営
企
業
法
」
が
適
用
さ
れ
る

会
計
で
、
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
収
益
的
収
支
、
施
設
の
建

設
な
ど
を
行
う
資
本
的
収
支
に
分
か
れ
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
布
設
替
工
事

に
伴
う
詳
細
設
計
業
務
や
布
設
替
工
事
を
は
じ
め
、
菅
川
地

区
の
水
源
さ
く
井
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

有
収
水
量
の
増
加
に
伴
い
給
水
収
益
は
前
年
度
よ
り
増
加
し

た
も
の
の
、
修
繕
工
事
費
の
増
加
や
「
信
濃
町
水
道
事
業
基

本
計
画
」
策
定
費
用
の
発
生
に
よ
り
費
用
も
増
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
経
常
利
益
は
前
年
度
に
続
き
プ
ラ
ス
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
取
替
工
事

に
加
え
、
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
し
尿
処
理
に
代
わ
る
「
し
尿

等
受
入
施
設
」
の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

使
用
料
収
入
は
増
加
し
た
も
の
の
、
管
渠
や
処
理
場
の
修
繕

工
事
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
純
利
益
は
６
，
６
４
３
万

円
、
繰
越
利
益
剰
余
金
は
７
，
７
２
５
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
経
費
回
収
率
は
７
３
．
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
は
受
益
者
負
担
の
適
正
化
と
経
営
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
介
護
療
養
病
床
廃
止
に
伴
い
入
院

収
益
が
減
少
し
、
ま
た
内
科
診
療
患
者
の
減
少
に
よ
り
外
来

収
益
も
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
病

院
再
整
備
事
業
で
は
新
病
院
の
建
築
工
事
や
地
中
熱
利
用
設

備
の
設
置
工
事
を
進
め
る
な
ど
、
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を

着
実
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
医
療
の
柱
と
し
て
、
住

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和６年度の主な事業
令和６年度に実施した事業の一部をご紹介します。4 Check!!

保育園の運営経費

1億 393 万円

町内 4 か所の保育園の運営及び維持
管理等に要する経費

物価高騰対策事業

1億 967 万円

プレミアム商品券、非課税世帯に対
する給付金、定額減税補足給付金を
実施

公共交通の維持対策事業

1億 5,286 万円

デマンドタクシー・バスの運行や黒
姫駅利用促進対策に係る経費

除排雪等事業

4億 2,320 万円

町道の除雪作業や、雪置場の排雪を
実施

その他の事業（抜粋）

事業 金額 内容

社会資本整備総合交付金事業 1憶8,665万円 新病院周辺の道路整備に要する経費

自立支援事業 2億1,158万円 障害者総合支援法による障害福祉サービス支援を実施

地区体育館整備事業業 4,872万円 避難所に指定されている古間地区体育館の屋根改修工事費

デジタル田園都市国家構想交付金活用事業

　｢ 信濃町版総合戦略 ｣に基づき、人口減少や、地方創生に関連する施策に対し、横断的に取り組む事業です。なお、地

方の取り組みを支援するため、国から一部交付金が交付されています。

事業 金額 内容

ＤＸイノベーション推進事業 1,111万円 町内ＤＸの推進のため事業者向けセミナーと相談会を開催

マイナンバーカード利活用事業 846万円 行政手続きの利便性向上のため、入力支援システム、コンビニ交付を導入

関係人口創出・拡大事業 1,034万円
季節的な雇用の不安定さ、人口減少の課題解決のため、ガイドブックの作成・イ
ベントを開催

シン・デジタルデバイド支援事業 1,110万円 デジタルデバイド対策のため遠隔操作端末の配備・ネットワーク設定などを実施

令和６年度
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町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残

高
は｢

１
０
１
万
円
」

　
令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
町
の
借

金
（
町
債
）
の
残
高
は
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ

る
と
7
5
億
７
，
２
８
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
町
債
残
高
を
町
民
一
人

あ
た
り
に
換
算
す
る
と
約
1
0
1
万
円

と
な
り
、
令
和
５
年
度
決
算
時
の
一
人

あ
た
り
換
算
額
で
あ
る
1
0
5
万
円
と

比
べ
て
４
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
町
債
は
国
の
交
付
税
に
よ
る
措
置

が
あ
る
た
め
、
町
の
実
質
的
な
負
担
は

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
今
後

も
適
切
な
財
政
管
理
を
通
じ
て
、
町
の

財
政
規
模
に
見
合
っ
た
健
全
な
町
債
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

資
金
不
足
の
備
え 「

基
金
」

　
「
基
金
」
は
、
経
済
の
急
激
な
変
化
に

よ
る
税
収
の
大
幅
な
減
少
や
災
害
の
発

生
と
い
っ
た
想
定
外
の
支
出
に
対
応
す

る
た
め
、
ま
た
、
多
額
の
経
費
を
要
す

る
公
共
施
設
の
整
備
や
国
民
健
康
保
険

の
財
政
基
盤
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し

て
積
み
立
て
ら
れ
る
「
貯
金
」
で
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
減
債
基
金
に
１
，

３
０
０
万
円
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金

に
2
0
0
万
円
を
新
た
に
積
み
立
て
ま

し
た
。
一
方
、
新
病
院
建
設
事
業
に
係

る
町
債
の
償
還
（
借
金
返
済
）
の
財
源

と
し
て
地
域
医
療
介
護
等
総
合
確
保
整

備
基
金
か
ら
３
，
０
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
ま
し
た
。

町債は将来にわたって費用を分担する仕組み

　「町債」は、道路や下水道など、長い年月使用する施設の

整備に使われています。これらの施設は、建設に多額の費用が

かかるため、建設したときの町民だけが負担するのではなく、

「分割払い」にして、建設後に利用する町民にも公平に負担し

てもらう仕組みです。地方交付税で補てんされる種類の借金

を行うよう心がけており、現在の町債残高の約７割は、今後

地方交付税として補てんされます。

基金の詳細 (令和６年度末現在 )

基金名 残高 増減

財政調整基金 10億3,500万円 △200万円

減債基金 4億3,100万円 1,300万円

公共施設等整備基金 7億5,900万円 200万円

ふれあい地域福祉基金 1億6,400万円

農業振興公社設立準備基金 4,146万円 1万円

堆肥センター施設整備基金 2,103万円 71万円

地域医療介護等総合確保整備基金 10億1,200万円 △3,000万円

ふるさと信濃町応援基金 1億1,092万円 6,409万円

小林一茶資料整備基金 922万円

森林経営管理基金 3,814万円 1,018万円

新型コロナウイルス対策基金 1,073万円 △777万円

企業版ふるさと納税地方創生基金 4,524万円

土地開発基金 1億170万円 10万円

奨学資金貸付基金 2,800万円

国民健康保険基金 9,180万円 10万円

介護保険支払準備基金 1億8,550万円 2,000万円

その他 300万円 100万円

※企業会計の積立金などは含まれていません。　　　　　　　　　

町有財産の状況 (令和６年度末現在／一般会計分のみ)

①公有財産

土地 4,846,740㎡

建物
木造 9,439㎡

非木造 58,778㎡

山林
面積

町有林 2,967,073㎡

分収林 96,499㎡

立木の推定蓄積量 町有林 9,915㎥

物件 地上権 4,815.45㎡

無体財産権 商標権 4件

有価証券 44万円

出資による権利 8,191万円

②重要物品：建設機械 ･車両 ･備品など………208 点

③債権：子育て支援資金融資預託金……… 3,000万円

基金残高４０億８，８９３万円 借金残高７５億７，２８５万円

一般会計一般会計

40億 5,189万円40億 5,189万円
（⬇5.1％）（⬇5.1％）

公営企業会計公営企業会計

35億 2,096万円35億 2,096万円
（⬇6.0％）（⬇6.0％）

下水道事業 21億 4,066万円下水道事業 21億 4,066万円

病院事業12億 8,740万円病院事業12億 8,740万円

水道事業 9,290万円水道事業 9,290万円

町の借金と貯金・資産の状況
借金残高は一般会計、特別会計、共に新規発行抑制により減少5 Check!!

うち臨時財政対策債18億 1,890万円うち臨時財政対策債18億 1,890万円

町債の種類と主な使途（令和６年度一般会計）

　◇臨時財政対策債：940 万円

過◆病院周辺道路改良事業：1億 1,350 万円

過◆しなの鉄道生活交通改善事業：1,450万円

防◆地区体育館整備事業：4,870 万円

緊◆道路防災・舗装修繕工事：4,520 万円

災◆災害復旧事業：2,250 万円

「過」過疎対策事業債　「緊」緊急自然災害防止対策事業債　

「防」緊急防災・減災事業債　「災」災害復旧事業債

【臨時財政対策債】国が地方交付税で町に交付すべきものを、町が代わりに借

金して賄っているもの。返済分は次年度以降の地方交付税で補てんされます。
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　財政構造の弾力性を判断するための指標です。

町税・普通交付税のような、使途が特定されず

毎年度経常的に収入される財源が、人件費・扶

助費・公債費のように毎年度経常的に支出される

経費（経常的経費）に充当された割合です。比率が高いほど財政構造の硬直

化が進行していることを示します。

　信濃町は比較的高い数値で推移しています。一般会計から下水道事業や病院

事業会計への繰出金や公債費が多いことが要因となっています。

令和４年度 86.3％

令和５年度 85.9％

令和６年度 84.3％

経常収支比率

　地方公共団体の財政力を示す数値です。指数

が低いほど自主財源（自ら調達できる財源）の割

合が少なく、国への依存度が高いことになります。

　この数値が 1.00 を超えることは、自立して自

主的に財政運営ができることを示し、普通交付

税の交付を受けない、いわゆる「不交付団体」となります。

　令和６年度不交付団体は全国で 82市町村。県内では、軽井沢町が不交付団

体です。

令和４年度 0.308

令和５年度 0.304

令和６年度 0.310

※数値は３か年の平均

財政力指数

指標 信濃町 早期健全化 財政再生

実質赤字比率
一般会計等の赤字から財政運営
の深刻度をみる比率

Ｒ４ ―

15.0％ 20.0％Ｒ５ ―

Ｒ６ ―

連結実質赤字比率
全会計の合計が赤字の場合算出さ
れる、財政運営の深刻度をみる比率

Ｒ４ ―

20.0％ 30.0％Ｒ５ ―

Ｒ６ ―

実質公債費比率
借金の返済額などの大きさから、
資金繰りの危険度を見る比率

Ｒ４ 8.8％

25.0％ 35.0％Ｒ５ 8.4％

Ｒ６ 7.7％

将来負担比率
一般会計等の負債の残高から、将
来の財政への圧迫度を見る比率

Ｒ４ ―

350.0％ ―Ｒ５ ―

Ｒ６ ―

資金不足比率
公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率

Ｒ４ ―

20.0％ ―Ｒ５ ―

Ｒ６ ―

財政健全化法の指標

｢

財
政
健
全
化
法
」
と
は

　
「
財
政
健
全
化
法
」
で
は
、
財
政
破
綻

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
財
政

悪
化
を
、「
早
期
健
全
化
」
と
、「
財
政

再
生
」
の
２
段
階
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
全
体
の
財
政

状
況
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
特

別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
を
併
せ
た

連
結
決
算
か
ら
財
政
状
況
を
分
析
す

る
、
５
つ
の
指
標
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
指
標
が
基
準
を
超
え
た
場
合
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
が
科
せ
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

■
早
期
健
全
化
団
体
に
な
る
と

　

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
、
県
の
指
導
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
財
政
再
生
団
体
に
な
る
と

　

財
政
破
綻
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
財

政
再
生
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
総
務
大

臣
の
同
意
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
地
方
債

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
税
金
や
公
共
料
金
の
増
額
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
す
。

｢

健
全
化
判
断
比
率
」

信
濃
町
は
全
て
ク
リ
ア

　

令
和
６
年
度
の
信
濃
町
の
決
算
で
は
、

上
記
の
よ
う
に
い
ず
れ
の
指
標
も
「
早

期
健
全
化
基
準
」
を
下
回
り
ま
し
た
。

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残

高
は｢

１
０
１
万
円
」

　
令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
町
の
借

金
（
町
債
）
の
残
高
は
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ

る
と
7
5
億
７
，
２
８
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
町
債
残
高
を
町
民
一
人

あ
た
り
に
換
算
す
る
と
約
1
0
1
万
円

と
な
り
、
令
和
５
年
度
決
算
時
の
一
人

あ
た
り
換
算
額
で
あ
る
1
0
5
万
円
と

比
べ
て
４
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
町
債
は
国
の
交
付
税
に
よ
る
措
置

が
あ
る
た
め
、
町
の
実
質
的
な
負
担
は

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
今
後

も
適
切
な
財
政
管
理
を
通
じ
て
、
町
の

財
政
規
模
に
見
合
っ
た
健
全
な
町
債
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

資
金
不
足
の
備
え 「

基
金
」

　
「
基
金
」
は
、
経
済
の
急
激
な
変
化
に

よ
る
税
収
の
大
幅
な
減
少
や
災
害
の
発

生
と
い
っ
た
想
定
外
の
支
出
に
対
応
す

る
た
め
、
ま
た
、
多
額
の
経
費
を
要
す

る
公
共
施
設
の
整
備
や
国
民
健
康
保
険

の
財
政
基
盤
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し

て
積
み
立
て
ら
れ
る
「
貯
金
」
で
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
減
債
基
金
に
１
，

３
０
０
万
円
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金

に
2
0
0
万
円
を
新
た
に
積
み
立
て
ま

し
た
。
一
方
、
新
病
院
建
設
事
業
に
係

る
町
債
の
償
還
（
借
金
返
済
）
の
財
源

と
し
て
地
域
医
療
介
護
等
総
合
確
保
整

備
基
金
か
ら
３
，
０
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
ま
し
た
。

【実質公債費比率】が、18％を超えると、起債の

発行に県知事の許可が必要になり、25％を超え

ると、一部の起債発行が制限されます。

　信濃町の実質公債費比率は、対前年比 0.7ポ

イント減少しました。

【将来負担比率】が高くなると言うことは、将来

の借金返済額等が増加していることを示してお

り、今後の財政運営が圧迫される可能性があり

ます。

　前年度に引き続き基金残高が増えたことによ

り将来負担額を上回り、町財政を圧迫するリス

クがない指標となりました。

指標で見る町の財政状況
全ての指標で基準をクリア。6 Check!!

令和６年度
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・日時　10 月４日（土）午後１時 00 分～午後６時 15 分
・場所　長野アンテナショップ
 　　　  銀座ＮＡＧＡＮＯ５階（東京都中央区銀座 5丁目 6-5）

○都内移住相談会も毎月土曜日に開催中

問総務課 まちづくり企画係 ☎（２５５）１００７

SHINANO  2025.10.1 10

　信濃町への移住をご検討されている方や、移住された方を対象にした移住定住交流会を定期的に開催しています。
移住についての疑問や心配ごとの解消、新たな出会いの場になればと思っています。定住者の方、ご家族やご友人との
ご参加も大歓迎です。
　今回は築 200 年の古民家を会場にお釜でお米を炊いたり、柿渋塗りなどの体験をしながら交流したいと思います。
　昔の暮らしを感じながら、のどかで楽しいひとときを過ごしませんか？お誘い合わせの上お申し込みください。

■日時　　　10 月 17 日（金）　午前 10 時 00 分～午後３時 00 分
■場所　　　古民家 清仙荘（信濃町熊坂 375-2）
■内容　　　古民家見学、お米の釜焚き、柿渋塗り体験
■定員　　　15 名
■参加費　　200 円 / 人
■持ち物　　汚れても良い服装
■申込方法　ながの電子申請
■申込期限　10 月 10 日 ( 金 )　午後 5 時まで

移住 移住・定住相談会「古民家見学・昔の暮らし体験」を開催します
お知り合いの移住者さんがいらっしゃいましたら、お声がけください

ながの電子申請　

申込はこちらから

■日時　　　11 月 23 日（日）　正午～
■場所　　　飯山市公民館 ( 希望者には飯山駅から送迎あり )
■対象者　　男性：信濃町を含む北信 5 市町村の在住・在勤独身男性　
　　　　　　女性：全国の独身女性
　　　　　　① 25 ～ 34 歳　② 35 ～ 45 歳
■開催形式　①と②の２グループに分かれて開催
■開催内容　・パティスリーヒラノ監修デコレーションケーキ作り
　　　　　　・彫金アクセサリー製作
■募集人数　①②ともに男女各 10 名（最小催行人数：男女各４名）
■参加費　　男性 4,000 円 / 女性 2,000 円
　　　　　　※早割 10 月 9 日 ( 木 ) までにお申し込みで 500 円割引
■申込方法　電子申請
■申込期限　11 月９日（日）

婚活 森と出会いの特別な 1 日 in いいやまを開催します
婚活イベントのお知らせ

問マリッジサポートしなの （総務課 まちづくり企画係）
　☎０７０（９３２５）６２２２ ※平日開庁時間内
問総務課 まちづくり企画係 ☎（２５５）１００７ Google フォーム　

申込はこちらから

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town InformationTown Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town Information
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○搬入の流れ

①受付 ②計量 ③荷下ろし ④再計量 ⑤料金支払

問住民福祉課 環境係☎（２５５）５９２４

ごみ 可燃性粗大ごみの拠点回収を実施します
この機会にご利用ください

　遠方への運搬作業の負担軽減を目的に、可燃性粗大ごみの拠点回収を実施します。
　第２回目は以下のとおり行いますので、ぜひご利用ください。

■回収日　　10 月 19 日（日）　※雨天決行
■時間　　　午前９時 30 分～午前 11 時 30 分　午後１時 00 分～午後３時 00 分
■場所　　　野尻湖町営第２駐車場（旧野尻湖小学校グラウンド）
■料金　　　10kg ごとに 190 円
■注意事項　・畳、柱は搬入できません。
　　　　　　・家具等に付いてる金具や鏡、電気機器は取り外してください。
　　　　　　・多量の場合は、原則としてながの環境エネルギーセンターへ直接お持ちください。
　　　　　　・不燃物は搬入できません。

氏 名、 住 所 な
どを受付票へ
記入

車のままトラッ
クスケールに乗
り計量

持ち込んだ可
燃性粗大ごみ
を下ろす

再度トラック
スケールに乗り
計量

10kg ご と に
190 円を納付
し終了

■対象品目　
Ｔシャツ、ポロシャツ、ワイシャツ、ブラウス、ジャ
ケット、ズボン、スカート、ワンピース、ジャンパー、
コート、セーター、トレーナー、ジャージ、キャミソー
ル、着物、下着、ネクタイ、ぬいぐるみ、パジャマ、
子供服、革製衣類、ハンカチ、スカーフ

■注意点　
・ 中身の見えるビニール袋に入れてお持ちください。
・ 回収した古着は再利用されますので、濡れたもの、
破れたもの、汚れのあるもの、穴があるもの、カビ
や臭いのあるものは持ち込みを避けてください。
・ 布団、枕、毛布、カーテン、靴、靴下、バッグ、
帽子は対象外です。

○古着回収の内容

問住民福祉課 環境係☎（２５５）５９２４

回収 古着・タイヤ・バッテリー・廃食用油の回収を行います
タンスに眠っている洋服などはありませんか？

　家庭から出されるごみの減量対策として、古着・タイヤ・
バッテリー・廃食用油（試験的に実施）の回収を行います。
　対象品目、注意点をご確認のうえ、お持ちください。

■回収日　10 月 26 日（日）※雨天決行
■時間　　午前 10 時 00 分～午前 11 時 30 分
■場所　　役場正面駐車場
■料金　　古着・廃食用油：無料
　　　　　タイヤ・バッテリー：300 ～ 1,000 円 / １本（個）

・ 一斗缶・ペール缶・ペットボトルなどの容器に入れてお持ちく
ださい。
・ 容器は回収できませんので、お持ち帰りをお願いします。
・ 油を移す際は、しっかり冷ましてから作業してください。

○廃食用油の回収方法と注意点

１2 町からのお知らせDec8 町からのお知らせAug１2 町からのお知らせDec10 町からのお知らせOct



信濃町社会福祉協議会

社会福祉協議会
ホームページ

社会福祉協議会ホームページこちらから

▶

▶

▶

問信濃町社会福祉協議会☎（２５５）５９２６
問住民福祉課 環境係☎（２５５）５９２４
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日本では毎年 464 万トンもの食べられる食品が廃棄されています。この数を少しでも減らすために、日々の暮ら
しからできる取り組みに挑戦してみませんか？

○食品ロスを減らすポイント

家庭ごみの中で一番多いのが、野菜の可食部分の調理くずです。にんじんの皮など、捨てがちな部分には
栄養がたっぷり含まれています。これらを活用したレシピを参考に、美味しく無駄なくいただきましょう。

買い物の際は、商品棚の手前にある商品を選びましょう。また、家にある食材も、消費期限・賞味期限が
近いものから優先的に使うことで、食品ロスを減らすことができます。

フードドライブは、家庭で使わない缶詰などを集めて、災害地域や福祉施設に寄付する活動です。
募集期間（10 月１日～ 10 月 31 日）がありますが、この機会にぜひご協力ください。
※フードドライブの開催情報は ｢ 信濃町社会福祉協議会 ｣ のホームページをご覧ください。

除雪 食品ロス削減にご協力をお願いします
10 月は「食品ロス削減月間」です

食品

調理くずを減らしましょう

消費期限・賞味期限が近い食品から使いましょう

フードドライブに参加しましょう

問教育委員会 子ども支援係☎（２５５）５９２３
問木育ルームなかよし ☎０９０（４３８２）６８３２

　たまごの会の皆さんによるパネルシアターを開催します。お気軽にご参加ください。

■日時　　　10 月 28 日 ( 火 )　午前 10 時 30 分～
■場所　　　木育ルームなかよし
■参加費　　無料
■申込　　　不要（直接なかよしへお越しください）

内容は当日のお楽しみです

木育ルームなかよしであそびの会を開催します開催

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town InformationTown Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town Information
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問税務会計課 税務係 ☎（２５５）５９２１

　今年度実施しております「定額減税調整給付金 ( 不足額給付 )」は、昨年度実施した調整給付金に対して、令和
6 年分の所得等が確定したことにより、給付額に不足が生じた方へ不足する額を給付するもので、給付金にはⅠ
型とⅡ型があり、Ⅰ型の対象者には９月末より順次給付を行っております。( 給付確認書の提出期限は 10 月 31
日です。)
　Ⅱ型の対象者へは申請書等を順次発送しておりますので、お手元に届きましたら書類の提出をお願いいたします。

○給付の対象となる人

○申請方法
 ・お手元に書類が届きましたら内容をご確認のうえ、支給確認書などに必要事項を記入し、本人確認書類の写し
などと併せて、返信用封筒で郵送してください。
 ・提出期限までに受理し書類に不備がない方へは年内に支給いたします。期限までに提出されない場合は、本給
付金の支給を辞退したものとみなしますので期限は厳守してください。

給付 定額減税調整給付金（不足額給付）について
記載内容をご確認ください

対象 例

　Ⅰ型

　　当初調整給付の算定時に、令和 5 年所得等を基にした
　令和 6 年分推計所得税額を用いて算定したことにより、
　令和 6 年分所得税及び定額減税の実績額等が確定した
　のちに本来給付すべき額と当初調整給付額との間で差額
　が生じた方。

　・令和 5 年の所得に比べて令和 6 年所得が減少した方
　・子どもの出生等で扶養親族が令和 6 年中に増加した方
　・当初調整給付後に税額修正が生じたことで、令和 6 年度
　分の個人住民税所得割が減少し、都度対応ではなく、不足　
　額給付時に一律対応することとされた方

　Ⅱ型

　　扶養親族等として定額減税対象外であり、かつ低
　所得世帯向け給付の対象世帯の世帯主・世帯員にも
　該当しなかった方に対して 1 人当たり原則 4 万円　
　( 定額 ) 支給

　・青色事業専従者、事業専従者 ( 白色 ) の方
　・合計所得金額 48 万円超の方

問産業観光課 農林畜産係☎（２５５）３１１３

　農作物への獣害対策として行っておりました、電気柵の購入に対する補助金につきまして、令和７年 9 月 30
日をもちまして予算額に達しましたので令和７年度は受付を終了させていただきます。

鳥獣被害防止電気柵普及促進事業

電気柵購入補助について鳥獣

１2 町からのお知らせDec8 町からのお知らせAug１2 町からのお知らせDec10 町からのお知らせOct
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　9 月５日、ホテルタングラム内のレストラン
「ZIGZAG」にて、癒しの森コンサート2025 が開
催され、約 300 名が来場しました。
　広

ひ ろ か み

上淳
じゅんいち

一さんと松
ま つ い

井慶
け い た

太さんの指揮のもと、東
京音楽大学シンフォニーオーケストラが演奏を披
露し、若さあふれる迫力のサウンドが会場全体に
響き渡りました。

会場に響いた迫力のサウンド

　8 月 24 日、水戸口公園で第 6 回シナノフェスが 2 年ぶ
りに開催され、多くの来場者で賑わいました。
　ステージイベントでは、町内外からアーティストが出演し、
ポップスやロックなど多様な音楽が会場を盛り上げました。
　また、会場には多くの屋台が並び、家族連れや友人同士
で楽しむ姿が見られました。

　9 月 13 日から 15 日にかけて信越五岳トレイ
ルランニングレース 2025 が開催されました。
　このトレイルランニングレースは、斑尾高原を
スタートして、新潟県妙高市、信濃町、戸隠を通過
し飯綱町がゴールとなります。選手は、美しい自
然を体感しながら、肉体的、精神的な限界にチャレ
ンジしました。

信濃町のアツい夏が再び

全長約160㎞の過酷なレース
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　９月 12 日、今年度 100 歳または 88 歳を迎えられ
る方を訪問し、町長より長寿祝い品が贈呈されました。
また、100 歳の方には内閣総理大臣や長野県知事から
のお祝い状と記念品も伝達されました。
　100 歳を迎える８名、88 歳を迎える 60 名の皆様
には心よりお祝い申し上げます。今後ともお元気にお
過ごしください。

　第 35 回全国高等専修学校スポーツ大会のスポー
ツウェルネス吹矢団体で優勝を果たした、豊野高等専
修学校の北

きたざわ
澤柾

ま さ や
弥さん（３年生）、和

わ だ
田清

きよはる
玄さん（２年

生）、今
いまおか

岡華
はな

さん（２年生）が町を表敬訪問しました。
　本大会は７月 28 日から 30 日まで山梨県で開催さ
れ、３名は個人でも上位の成績を残しました。
　北澤さん、和田さん、今岡さんの更なる活躍を応援し
ています。

　８月 15 日、信濃小中学校グラウンドで「二十歳のお
祝い花火」の打ち上げが行われました。
　この打ち上げは、「二十歳を祝う会」に合わせて企画
され、信濃小中学校卒業生で「二十歳を祝う会」にも出
席した、中

な か だ
田大

や ま と
和斗さんが企画・準備したものです。打

ち上げられた 60 発の花火は、集まった同級生など多
くの方々を魅了し、二十歳の節目を感動で彩りました。
　二十歳を迎えた皆様、心よりお祝い申し上げます。

　８月 30 日、黒姫童話館で小
お ざ わ

沢あきこ「黒姫ものがた
り」発売記念コンサートが開催されました。
　小沢さんは、民話「黒姫伝説」をモチーフに前黒姫童
話館長の北

きたざわ
沢彰

あきとし
利さんが作詞を手掛けた、「黒姫もの

がたり」を含む12 曲を披露し、小沢さんと同じ事務所
の妻

つまぶき
吹俊

しゅんや
哉さんも出演され４曲を披露しました。

　会場では、力強い歌声が響き渡り、訪れた観客を魅了
しました。

ご長寿おめでとうございます

全国大会で活躍しました

特別な花火が夜空を彩る

黒姫の地に響いた歌声



問建設水道課 建設係☎（２５５）５９２２

問総務課 まちづくり企画係 ☎（２５５）１００７
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\ 冬の通行確保のため /

　道路除雪には雪を押込む場所が必要ですが、近年は様々な理由により押込み場所が減少しています。
　雪を押込む場所が足りないと、十分な除雪が行えず、道路に雪を残さざるを得ません。雪を押込む場所が多いほ
ど、効率的で丁寧な除雪を行うことが出来ます。
　お住まいの地域における通行確保のため、利用可能な土地がありましたら、建設係へ情報提供をお願いします。
　なお、春が近づき、作付けなどに支障がある場合には、雪押し場の排雪・雪割り作業及び石拾いを実施します。

し場押雪
してます探

日にち 時間 内容

11月４日 ( 火 )

午後１時 30 分
～午後４時 00 分

電源・ボタン操作
電話・カメラ

11月７日 ( 金 ) インターネット
ハザードマップポータルサイト

11月10 日 ( 月 ) メール
アプリのインストール

11月14 日 ( 金 ) メッセージアプリ
信濃町公式 LINE

11月17 日 ( 月 ) マイナカードの健康保険証利用
オンライン診療

11月 21日 ( 金 ) スマホを安全に使うためのポイント
安心・安全なインターネットの使い方

町民スマホ教室を開催します
＼目指せスマホマスター !? ／

■参加料　無料（各回定員８名）
■会場　　信濃町役場２階第３会議室（柏原 428-2）
■持ち物　スマートフォン、筆記用具など
■スケジュール

※各回１週間前までに総務課まちづくり企画係へお申込みください。

まちの話題　Town Topicsまちの話題　Town Topics



　ほちゃ の
水先案内板 　　

こころのねっこは、日々、園児と一緒に生活している先生が、保育園
での出来事を地域の皆さんにお伝えするコーナーです。

　野尻保育園さくらんぼ組では 1 歳児 1 名、2 歳児 5 名計 6 名の子どもたちが、毎日賑やかな声で元気いっぱい
体を動かして遊んでいます。
　涼しい日に、園庭や裏の駐車場の草むらでバッタが跳んでいるのをみつけると「バッタいた～」「ぴょんぴょん」
と手で捕まえたり、バッタを虫かごに入れて観察することを楽しんでいます！虫に興味をもつことで触れることが
苦手だった子も指で触ったり、捕まえられるようになりました。子どもたちのやってみたい気持ちを大切にしなが
ら、出来た喜びを感じられるようにしていきたいと思います。

大きいバ
ッタ捕ま

えられた

大きいバ
ッタ捕ま

えられた

／　　／　　け
ど少し怖

いな・・　
　

けど少し
怖いな・

・　　＼＼

道路や民地内には上下水道管など様々な重要な管が埋設されています。
工事や作業を行う際は必ず事前に埋設確認をお願いします。

テーマ： 道路などの掘削を行う際は必ず埋設確認を！

主な埋設管 問い合わせ先

水道管 信濃町役場　上下水道係

下水道管 信濃町役場　上下水道係

NTT 電話ケーブル NTT 東日本株式会社

埋設ガス管 株式会社 INPEX パイプライン

地下には重要な
ライフラインがあるホ
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みんなで捕ま
えた

みんなで捕ま
えた

＼＼バッタを観
察中！バッタを観察
中！／／

初めてバ
ッタ

初めてバ
ッタ

＼＼捕まえ
られて嬉

しい！

捕まえら
れて嬉し

い！／／

捕まえたバッタ

捕まえたバッタ
／／手にのせてみよっと

手にのせてみよっと＼＼
逃げない

ように
逃げない

ように

／／そーっ
と入れな

きゃ！

そーっと
入れなき

ゃ！＼＼

（信濃町水 PR キャラクター「ほちゃ」）

　上下水道管が埋設されている場所は道路や歩道とは限りません。畑や道路法面などの民地内にも埋設されてい
ることがあります。
　埋設確認をせずに工事や作業を行い、水道管などを破損させてしまった場合、修繕にかかる費用等を請求する場
合があります。
　また、管の破損だけではなく、広範囲の供給支障、通行止め等の交通制限、二次災害につながる可能性があります
ので、必ず確認をお願いします。
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健
康
健
康
のの

達
人
達
人

運
動
と
睡
眠
で
寒
暖
差
を
乗
り
越
え
よ
う

寒
暖
の
差
が
大
き
い

　
　
　
　
　
季
節
に
な
り
ま
し
た

　
今
年
も
長
か
っ
た
夏
か
ら
少
し
ず
つ
秋
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
日
中
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

が
、
朝
晩
の
寒
暖
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
風
邪
を
ひ
い
て
し

ま
っ
た
と
い
う
方
や
、
疲
れ
や
だ
る
さ
を
感
じ
る

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
寒
暖
差
が
７
℃
以
上
に
な
る
と
私
た
ち
の
身
体

を
司
っ
て
い
る
自
律
神
経
が
乱
れ
、
様
々
な
不
調

が
出
ま
す
。

自
律
神
経
っ
て
ね

　
私
た
ち
の
体
の
働
き
は
、
二
つ
の
神
経
（
交
感

神
経
と
副
交
感
神
経
）
が
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
調
節
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

○
交
感
神
経
の
働
き

　
主
に
日
中
活
動
し
て
い
る
時
や
緊
張
し
て
い
る

時
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
時
に
働
き
ま
す
。

心
身
を
活
発
に
す
る
神
経
で
す
。

○
副
交
感
神
経
の
働
き

　
主
に
夜
眠
っ
て
い
る
時
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

る
時
に
働
き
ま
す
。
心
身
を
休
め
、
回
復
さ
せ
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
神
経
で
す
。

　
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
る
と
、
次
の
よ

う
な
症
状
が
出
ま
す
。

・
体
が
だ
る
い
・
や
る
気
が
出
な
い

・
頭
痛
・
肩
こ
り

・
朝
の
目
覚
め
が
悪
い

・
夜
眠
れ
ず
、
昼
間
眠
い

・
イ
ラ
イ
ラ
す
る

不
調
解
消
に
は･･･

？

　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
食
事
を
抜
か
ず
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
、
軽

い
運
動
を
す
る
、
良
質
な
睡
眠
な
ど
が
有
効
で
す

が
、
今
回
は
運
動
と
睡
眠
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝

え
し
ま
す
。

○
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

　
運
動
の
中
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、「
第
二
の
心

臓
」
と
い
わ
れ
る
脚
を
動
か
す
こ
と
で
全
身
の
血

行
が
よ
く
な
り
、
自
律
神
経
を
整
え
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
と
き
は
正
し
い
姿
勢
で
歩

幅
を
広
め
に
取
り
、
額
に
う
っ
す
ら
汗
が
に
じ
む

程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
歩
く
こ
と
で
、
運
動
効
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
の
こ
と
を
意
識
し

て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
背
筋
を
伸
ば
し
胸
を
張
る

②
目
線
は
10
～
20
メ
ー
ト
ル
先
を
見
る
よ
う
に
す
る

③
前
に
出
し
た
足
は
か
か
と
か
ら
着
地
す
る

④
後
ろ
の
足
は
つ
ま
先
で
地
面
を
蹴
る
よ
う
に

⑤
ひ
ざ
を
伸
ば
し
て
歩
く

⑥
腰
か
ら
重
心
を
移
動
さ
せ
て
歩
く

⑦
腕
を
軽
く
振
り
テ
ン
ポ
良
く
歩
く

○
睡
眠
の
ポ
イ
ン
ト

　
人
生
の
３
分
の
１
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
睡
眠
の
質
を
良
く
す

る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

眠
気
を
感
じ
て
か
ら
床
に
つ
く

　
あ
ま
り
眠
く
な
い
う
ち
に
布
団
に
入
る
と
、
布
団
が
「
眠
れ
な

い
場
所
」
と
脳
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
寝
付
け
な

い
時
は
布
団
か
ら
出
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

寝
床
で
ス
マ
ホ
な
ど
を
見
な
い

　
ス
マ
ホ
な
ど
の
光
を
見
続
け
る
と
、
脳
が
「
ま
だ
夜
で
は
な
い
」

と
勘
違
い
し
て
寝
付
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

寝
酒
は
し
な
い

　
寝
酒
を
す
る
と
、
睡
眠
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
眠
り
が
浅
く
な
り
、
さ
ら
に
夜
間
頻
尿
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

日
中
の
適
度
な
運
動
が
効
果
的

　
日
中
の
適
度
な
運
動
が
入
眠
作
用
を
も
た
ら
し
、
良
質
な
睡
眠

を
得
ら
れ
ま
す
。
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在宅医療・介護連携チームは最期まで、ここで
安心して暮らしていくための応援者です。

住民福祉課 地域包括支援センター　☎２５５－４２１４
～医療と介護のささえあい通信は偶数月でお届けします～

〇
９
月
は
「
認
知
症
月
間
」
で
し
た

　

毎
年
９
月
21
日
は
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）
と
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協

会
が
制
定
す
る
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
」
で
す
。
国
内
で
も
９
月
を
「
認
知

症
月
間
」
と
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〇
増
え
て
い
る
認
知
症

　

令
和
４
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
認
知
症

の
人
の
割
合
は
推
計
で
約
12
％
、
認
知
症

の
前
段
階
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
軽
度
認

知
障
害
（
M
C
I
）」
の
人
の
割
合
は
約

16
％
と
さ
れ
、
両
方
を
合
わ
せ
る
と
３
人

に
１
人
が
認
知
機
能
に
か
か
わ
る
症
状
が

あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
認
知
症
は
誰
も
が
な
り

得
る
病
気
で
あ
り
、「
ひ
と
ご
と
」
と
考
え

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
こ
と
＝
「
わ
が

ご
と
」
と
捉
え
、
認
知
症
を
理
解
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■日時　　10 月13 日（月）午後２時 00 分～午後４時 00 分
　　　　　（受付：午後１時 30 分～）

■場所　　総合会館　大ホール

■講師　　NPO 法人やじろべー　理事長 中澤純一 氏

　　※詳細については、広報に同封のチラシをご確認ください。

認知症を考える講演会のお知らせ
　「ひとごと」ではなく「我がごと」に！
　　　地域で支える認知症

　地域包括支援センター等のスタッフが
　・認知症やもの忘れ
　・介護予防
　・その他健康に関すること
について住民の皆さんの集まりの場に出向い
て出前講座を行います。
　ご依頼がございましたら、下記連絡先まで
お気軽にご連絡ください。

出前講座もやっています

医療医療と介護介護のささえあいささえあい通信 10 月号

〇
「
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
」
と
の
違
い

　
加
齢
に
伴
い
、
誰
で
も
思
い
出
し
た
い
こ
と
が

す
ぐ
に
思
い
出
せ
な
か
っ
た
り
、
新
し
い
こ
と
を

覚
え
る
の
が
苦
手
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、「
認
知

症
」
は
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
症
状
の
出
方
が

異
な
り
ま
す
。

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

　・体験したことの一部を忘れる
　（朝食のメニューが思い出せない）
　・ヒントがあると思い出せる
　・もの忘れしていることの自覚が
　ある

　・体験したことの全体を忘れる
　（朝食を食べたこと自体を忘れる）
　・ヒントがあっても思い出せない
　・もの忘れをしていることの自覚がな
　い（初期には自覚があることも多い）

※ここに挙がっているものは一例です

入場無料
申込不要

認
知
症
を
考
え
る



協
力
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
何
度
も
苦

戦
す
る
こ
と
が
あ
り
、
難
し
い
課
題
ば
か
り

で
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
挑
戦
し
た

こ
と
で
成
功
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
班
の
仲
間
と
も
も
っ
と
仲

良
く
な
れ
た
気
が
し
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

昼
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
統
率
係
が

決
め
て
く
れ
た
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
い
つ

も
は
、
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
友
達
と
も
一
緒

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
協
力
し
て
取
り
組

む
ゲ
ー
ム
も
あ
っ
て
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
を
考
え

て
く
れ
た
統
率
係
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

野
外
炊
飯
で
は
、
カ
レ
ー
を
自
分
た
ち

だ
け
で
作
る
の
は
と
て
も
難
し
く
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
班
で
協
力
し
て
最
後
に
は
お

い
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
白
米

は
少
し
焦
げ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
カ
レ
ー

は
う
ま
く
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
自

分
た
ち
で
作
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
カ
メ
の
格

好
を
し
た
神
様
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登

場
し
た
り
、
ポ
ケ
ダ
ン
ス
や
ジ
ェ
ン
ガ
ダ
ン

ス
を
踊
っ
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
大
き
な
火
を

囲
ん
で
踊
る
の
は

特
別
で
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

係
の
仕
事
で
は
、

宿
舎
係
を
担
当

し
ま
し
た
。
伝
え

る
べ
き
こ
と
を
忘
れ
ず
に
声
に
出
し
て
言
え
た

し
、
7
年
生
や
班
の
仲
間
に
協
力
し
て
も
ら
い

な
が
ら
活
動
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

二
日
間
で
見
つ
け
た
仲
間
の
素
晴
ら
し
い

姿
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
7
年
生
が
カ

レ
ー
作
り
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
く
れ
て
頼
も

し
か
っ
た
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と

優
し
く
教

え
て
く
れ

た
姿
は
お

手
本
に
な

り
ま
し
た
。

宿
泊
体
験
学
習
で
の
出
来
事

佐
藤
　
弦
太

僕
が
宿
舎
整
備
係
と
し
て
が
ん
ば
っ
た
こ

と
は
、
自
分
た
ち
が
使
っ
た
部
屋
の
布
団
を

丁
寧
に
た
た
み
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
部

屋
の
掃
除
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
す
。
布

団
た
た
み
で
は
、
布
団
の
角
と
角
を
合
わ

せ
て
、
し
っ
か
り
き
れ
い
に
四
角
形
に
な
る

よ
う
に
た
た
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部

屋
の
掃
除
で
は
、
次
に
使
う
人
の
こ
と
を
考

え
、
隅
々
ま
で
き
れ
い
に
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
宿
泊
体
験
学
習
全
体
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
は
、
み
ん
な
が
協
力
す
る
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
が
お
米
を
炊
く
た
め
の
火
を
お
こ

す
と
き
も
、
7
年
生
が
た
く
さ
ん
木
を
割
っ

て
く
れ
た
か
ら
火
を
お
こ
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
火
お
こ
し

を
し
た
あ
と
、
７

年
生
が
「
よ
く
が

ん
ば
っ
た
ね
」
と

言
っ
て
く
れ
た
の

で
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

ど
ん
ど
ん
お
米

が
炊
け
て
食
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、「
は

や
く
食
べ
た
い
な
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

で
き
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、
み
ん
な
の
努
力

が
詰
ま
っ
た
と
て
も
美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
で
し
た
。
再
来
年
、
僕
た
ち
が
７
年
生

に
な
っ
た
と
き
も
美
味
し
く
作
り
た
い
で
す
。

普
段
の
生
活
は
と
て
も
簡
単
だ
し
、
楽
な
ん

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
回
苦
労
し
た

け
れ
ど
、
楽
し
か
っ
た
経
験
を
、
日
々
の
生

活
の
と
き
に
も
活
か
し
た
い
で
す
。

７
年
生
へ
の
感
謝青

栁
　
柚
希

私
は
、
５
、７
年
合
同
宿
泊
体
験
学
習
で

感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
７
年
生
が
楽

し
い
雰
囲
気
を
作
る
た
め
に
、
５
年
生
に
優

し
く
接
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
初
め
て
の
体

験
学
習
で
、
や
る
こ
と
が
わ
か
ら
ず
困
っ
て
い

る
と
、す
ぐ
に
そ
ば
に
来
て
教
え
て
く
れ
た
り
、

実
際
に
や
って
見
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、７
年
生
の
姿
で
「
素
敵
だ
な
。」

と
思
う
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま
し
た
。

１
つ
目
は
野
外
炊
飯
で
、
カ
レ
ー
を
か
き

混
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
の
こ
と
で
す
。

一人
の
７
年
生
が
顔
や
足
が
炭
で
真
っ
黒
に
な

り
な
が
ら
も
、
皆
の
た
め
に
カ
レ
ー
を
か
き

混
ぜ
て
い
る
姿
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

２
つ
目
は
5
年
生
に
任
せ
ら
れ
た
昼
レ
ク

で
の
こ
と
で
す
。
５
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
ま
し
た
が
、
皆
が
楽
し
く
遊
べ
た
か
心
配

し
な
が
ら
部
屋
に
戻
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

7
年
生
が「
さ
っ
き
の
昼
レ
ク
す
ご
い
楽
し
か
っ

た
よ
。」と
言
って
く
れ
ま
し
た
。「
今
ま
で
色
々

準
備
し
て
き
て
よ
か
っ
た
な
。」と
思
い
ま
し
た
。

３
つ
目
は
統
率
係
と
し
て
の
い
ろ
い
ろ
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
退
館
式
・

解
団
式
で
お
礼
の
言
葉
を
言
う
担
当
に
な

り
ま
し
た
が
、
何
を
言
え
ば
い
い
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
に
７
年

生
が
セ
リ
フ
を
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
日
程
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

き
に
は
、
詳
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
み
ん
な
の
た
め
に
黙
々
と

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
や
優
し
い
声
が
け
を

し
て
く
れ
る
７
年
生
は
と
て
も
素
敵
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
私
も
７
年
生
に
な
っ
て
、

ま
た
宿
泊
体
験
学
習
に
行
く
と
き
は
、
お

世
話
に
な
っ
た

７
年
生
の
よ
う

に
５
年
生
か
ら

「
素
敵
だ
な
。」

と
思
わ
れ
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

２日間の振り返り

落ちないように並ぶ順番を変えよう

キャンプファイヤーで、ダンス

おいしいカレーができました

仲間と協力できた，思い出の２日間
～５・７年合同宿泊体験学習～

妙高青少年自然の家で、５年生は７年生と共に２日間、宿泊体験学習をしました。野外炊
飯やアドベンチャープログラム、キャンプファイヤーなど、笑顔と挑戦にあふれた活動を通
して、仲間と協力し、達成感を分かち合う充実した時間を過ごしました。

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

矢
沢
　
　
颯

こ
の
合
同
宿
泊
学
習
は
初
め
て
で
、

家
族
で
は
な
く
学
校
の
友
達
や
先
生
と

行
き
ま
し
た
。
最
初
は
楽
し
み
な
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
大
丈
夫
か
な
」

と
心
配
も
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
い

く
つ
か
の
課
題
に
時
間
が
か
か
り
、
全
部

ク
リ
ア
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。
け
れ
ど

も
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
考
え
合
っ
た
こ

と
で
、
難
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
す
べ
て
ク
リ

ア
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
最
後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
小
さ
な

台
に
十
五
人
が
乗
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
た
ら

ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
困
っ

た
と
き
も
、
ま
ず
話
し
合
う
こ
と
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
と
学
び
ま
し
た
。

昼
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
「
人
間

知
恵
の
輪
」
を
や
り
ま
し
た
。
最
初
は
簡

単
に
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
や
っ
て

み
る
と
考
え

な
が
ら
動
く
の

は
意
外
と
難

し
く
、
一
度
も

輪
を
完
成
さ

せ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
次
に

や
る
と
き
は
必
ず
成
功
さ
せ
た
い
で
す
。

野
外
炊
飯
で
は
、
最
初
は
カ
レ
ー
が

う
ま
く
作
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
た
り
、
逆
に
助
け
て

も
ら
っ
た
り
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

作
っ
た
の
で
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
火

を
つ
け
る
と
き
に
友
だ
ち
が
一
人
で
や
っ

て
い
る
場
面
も
あ
り
、「
一
人
で
で
き
る

の
は
す
ご
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
僕

も
７
年
生
に
な
っ
た
ら
、
助
け
て
も
ら

う
側
で
は
な
く
、
困
っ
て
い
る
人
に
わ
か

り
や
す
く
教
え
る
側
に
な
り
た
い
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
、
あ
ん
な
に

大
き
な
火
を
囲
ん
で
行
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

火
が
つ
い
た
と
き
に
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
る
様
子
は
す
ご
く
迫
力
が
あ
り
、
か
っ

こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
火
の
ま
わ
り
を

踊
り
な
が
ら
回
る
の
も
と
て
も
お
も
し

ろ
く
、
ま
た
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

係
の
仕
事
で
は
、
健
康
観
察
や
野
外
炊

飯
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
ま
し
た
。
健
康
観
察

で
は
、
毎
回
忘
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

た
り
、
体
調
が
悪
そ
う
な
人
に
声
を
か
け

た
り
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
野
外
炊
飯

で
は
、
前
日
や
始
め
る
前
に
み
ん
な
の
役

割
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、調
理
中
も
困
っ

て
い
る
人
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仲
間
の
素
晴
ら
し
い
姿
は
、
自
分
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
こ
と
を

考
え
て
行
動
し
た
り
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
た
り
、
一
人
で
も
迷
わ
ず
動
い

た
り
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
僕
も
そ
ん

な
姿
を
真
似
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

全
体
を
振
り
返
る
と
、
最
初
は
頼
れ
る

人
が
い
る
の
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
野
外
炊
飯

を
通
し
て
、一
人
で
で
き
な
い
こ
と
も
、
み

ん
な
と
協
力
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

仲
間
を
信
じ
て
挑
戦
し
て
い
い
の
だ
と
学

び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
み
ん
な
が
困
っ

て
い
た
ら
積
極
的
に
声
を
か
け
た
り
、
助

け
合
っ
た
り
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て

７
年
生
に
な
っ

た
ら
、
５
年
生

や
他
の
ク
ラ
ス

の
人
を
助
け
ら

れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

仲
間
と
つ
く
っ
た 

最
高
の
思
い
出

大
澤
　
　
晴

移
動
の
バ
ス
の
中
で
は
、
私
は
「
ド

キ
ド
キ
」
と
「
ワ
ク
ワ
ク
」
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
合
同
キ
ャ
ン
プ
の

前
日
に
は
、
も
う
待
ち
き
れ
な
い
ほ
ど

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
班
の
仲
間
と

２日間の活動のスタートです

朝の集いでのラジオ体操
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協
力
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
何
度
も
苦

戦
す
る
こ
と
が
あ
り
、
難
し
い
課
題
ば
か
り

で
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
挑
戦
し
た

こ
と
で
成
功
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
班
の
仲
間
と
も
も
っ
と
仲

良
く
な
れ
た
気
が
し
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

昼
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
統
率
係
が

決
め
て
く
れ
た
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
い
つ

も
は
、
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
友
達
と
も
一
緒

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
協
力
し
て
取
り
組

む
ゲ
ー
ム
も
あ
っ
て
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
を
考
え

て
く
れ
た
統
率
係
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

野
外
炊
飯
で
は
、
カ
レ
ー
を
自
分
た
ち

だ
け
で
作
る
の
は
と
て
も
難
し
く
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
班
で
協
力
し
て
最
後
に
は
お

い
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
白
米

は
少
し
焦
げ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
カ
レ
ー

は
う
ま
く
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
自

分
た
ち
で
作
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
カ
メ
の
格

好
を
し
た
神
様
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登

場
し
た
り
、
ポ
ケ
ダ
ン
ス
や
ジ
ェ
ン
ガ
ダ
ン

ス
を
踊
っ
た
り
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
大
き
な
火
を

囲
ん
で
踊
る
の
は

特
別
で
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

係
の
仕
事
で
は
、

宿
舎
係
を
担
当

し
ま
し
た
。
伝
え

る
べ
き
こ
と
を
忘
れ
ず
に
声
に
出
し
て
言
え
た

し
、
7
年
生
や
班
の
仲
間
に
協
力
し
て
も
ら
い

な
が
ら
活
動
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

二
日
間
で
見
つ
け
た
仲
間
の
素
晴
ら
し
い

姿
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
7
年
生
が
カ

レ
ー
作
り
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
く
れ
て
頼
も

し
か
っ
た
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と

優
し
く
教

え
て
く
れ

た
姿
は
お

手
本
に
な

り
ま
し
た
。

宿
泊
体
験
学
習
で
の
出
来
事

佐
藤
　
弦
太

僕
が
宿
舎
整
備
係
と
し
て
が
ん
ば
っ
た
こ

と
は
、
自
分
た
ち
が
使
っ
た
部
屋
の
布
団
を

丁
寧
に
た
た
み
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
部

屋
の
掃
除
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
す
。
布

団
た
た
み
で
は
、
布
団
の
角
と
角
を
合
わ

せ
て
、
し
っ
か
り
き
れ
い
に
四
角
形
に
な
る

よ
う
に
た
た
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部

屋
の
掃
除
で
は
、
次
に
使
う
人
の
こ
と
を
考

え
、
隅
々
ま
で
き
れ
い
に
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
宿
泊
体
験
学
習
全
体
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
は
、
み
ん
な
が
協
力
す
る
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
が
お
米
を
炊
く
た
め
の
火
を
お
こ

す
と
き
も
、
7
年
生
が
た
く
さ
ん
木
を
割
っ

て
く
れ
た
か
ら
火
を
お
こ
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
火
お
こ
し

を
し
た
あ
と
、
７

年
生
が
「
よ
く
が

ん
ば
っ
た
ね
」
と

言
っ
て
く
れ
た
の

で
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

ど
ん
ど
ん
お
米

が
炊
け
て
食
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、「
は

や
く
食
べ
た
い
な
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

で
き
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、
み
ん
な
の
努
力

が
詰
ま
っ
た
と
て
も
美
味
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
で
し
た
。
再
来
年
、
僕
た
ち
が
７
年
生

に
な
っ
た
と
き
も
美
味
し
く
作
り
た
い
で
す
。

普
段
の
生
活
は
と
て
も
簡
単
だ
し
、
楽
な
ん

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
回
苦
労
し
た

け
れ
ど
、
楽
し
か
っ
た
経
験
を
、
日
々
の
生

活
の
と
き
に
も
活
か
し
た
い
で
す
。

７
年
生
へ
の
感
謝青

栁
　
柚
希

私
は
、
５
、７
年
合
同
宿
泊
体
験
学
習
で

感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
７
年
生
が
楽

し
い
雰
囲
気
を
作
る
た
め
に
、
５
年
生
に
優

し
く
接
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
初
め
て
の
体

験
学
習
で
、
や
る
こ
と
が
わ
か
ら
ず
困
っ
て
い

る
と
、す
ぐ
に
そ
ば
に
来
て
教
え
て
く
れ
た
り
、

実
際
に
や
って
見
せ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、７
年
生
の
姿
で
「
素
敵
だ
な
。」

と
思
う
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま
し
た
。

１
つ
目
は
野
外
炊
飯
で
、
カ
レ
ー
を
か
き

混
ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
の
こ
と
で
す
。

一人
の
７
年
生
が
顔
や
足
が
炭
で
真
っ
黒
に
な

り
な
が
ら
も
、
皆
の
た
め
に
カ
レ
ー
を
か
き

混
ぜ
て
い
る
姿
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

２
つ
目
は
5
年
生
に
任
せ
ら
れ
た
昼
レ
ク

で
の
こ
と
で
す
。
５
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
ま
し
た
が
、
皆
が
楽
し
く
遊
べ
た
か
心
配

し
な
が
ら
部
屋
に
戻
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

7
年
生
が「
さ
っ
き
の
昼
レ
ク
す
ご
い
楽
し
か
っ

た
よ
。」と
言
って
く
れ
ま
し
た
。「
今
ま
で
色
々

準
備
し
て
き
て
よ
か
っ
た
な
。」と
思
い
ま
し
た
。

３
つ
目
は
統
率
係
と
し
て
の
い
ろ
い
ろ
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
退
館
式
・

解
団
式
で
お
礼
の
言
葉
を
言
う
担
当
に
な

り
ま
し
た
が
、
何
を
言
え
ば
い
い
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
に
７
年

生
が
セ
リ
フ
を
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
日
程
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

き
に
は
、
詳
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
み
ん
な
の
た
め
に
黙
々
と

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
や
優
し
い
声
が
け
を

し
て
く
れ
る
７
年
生
は
と
て
も
素
敵
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
私
も
７
年
生
に
な
っ
て
、

ま
た
宿
泊
体
験
学
習
に
行
く
と
き
は
、
お

世
話
に
な
っ
た

７
年
生
の
よ
う

に
５
年
生
か
ら

「
素
敵
だ
な
。」

と
思
わ
れ
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

２日間の振り返り

落ちないように並ぶ順番を変えよう

キャンプファイヤーで、ダンス

おいしいカレーができました

仲間と協力できた，思い出の２日間
～５・７年合同宿泊体験学習～

妙高青少年自然の家で、５年生は７年生と共に２日間、宿泊体験学習をしました。野外炊
飯やアドベンチャープログラム、キャンプファイヤーなど、笑顔と挑戦にあふれた活動を通
して、仲間と協力し、達成感を分かち合う充実した時間を過ごしました。

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

矢
沢
　
　
颯

こ
の
合
同
宿
泊
学
習
は
初
め
て
で
、

家
族
で
は
な
く
学
校
の
友
達
や
先
生
と

行
き
ま
し
た
。
最
初
は
楽
し
み
な
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
大
丈
夫
か
な
」

と
心
配
も
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
い

く
つ
か
の
課
題
に
時
間
が
か
か
り
、
全
部

ク
リ
ア
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。
け
れ
ど

も
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
考
え
合
っ
た
こ

と
で
、
難
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
す
べ
て
ク
リ

ア
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
最
後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
小
さ
な

台
に
十
五
人
が
乗
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
た
ら

ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
困
っ

た
と
き
も
、
ま
ず
話
し
合
う
こ
と
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
と
学
び
ま
し
た
。

昼
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
「
人
間

知
恵
の
輪
」
を
や
り
ま
し
た
。
最
初
は
簡

単
に
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
や
っ
て

み
る
と
考
え

な
が
ら
動
く
の

は
意
外
と
難

し
く
、
一
度
も

輪
を
完
成
さ

せ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
次
に

や
る
と
き
は
必
ず
成
功
さ
せ
た
い
で
す
。

野
外
炊
飯
で
は
、
最
初
は
カ
レ
ー
が

う
ま
く
作
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
た
り
、
逆
に
助
け
て

も
ら
っ
た
り
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

作
っ
た
の
で
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
火

を
つ
け
る
と
き
に
友
だ
ち
が
一
人
で
や
っ

て
い
る
場
面
も
あ
り
、「
一
人
で
で
き
る

の
は
す
ご
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
僕

も
７
年
生
に
な
っ
た
ら
、
助
け
て
も
ら

う
側
で
は
な
く
、
困
っ
て
い
る
人
に
わ
か

り
や
す
く
教
え
る
側
に
な
り
た
い
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
、
あ
ん
な
に

大
き
な
火
を
囲
ん
で
行
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

火
が
つ
い
た
と
き
に
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
る
様
子
は
す
ご
く
迫
力
が
あ
り
、
か
っ

こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
火
の
ま
わ
り
を

踊
り
な
が
ら
回
る
の
も
と
て
も
お
も
し

ろ
く
、
ま
た
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

係
の
仕
事
で
は
、
健
康
観
察
や
野
外
炊

飯
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
ま
し
た
。
健
康
観
察

で
は
、
毎
回
忘
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

た
り
、
体
調
が
悪
そ
う
な
人
に
声
を
か
け

た
り
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
野
外
炊
飯

で
は
、
前
日
や
始
め
る
前
に
み
ん
な
の
役

割
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、調
理
中
も
困
っ

て
い
る
人
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仲
間
の
素
晴
ら
し
い
姿
は
、
自
分
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
こ
と
を

考
え
て
行
動
し
た
り
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
た
り
、
一
人
で
も
迷
わ
ず
動
い

た
り
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
僕
も
そ
ん

な
姿
を
真
似
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

全
体
を
振
り
返
る
と
、
最
初
は
頼
れ
る

人
が
い
る
の
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
野
外
炊
飯

を
通
し
て
、一
人
で
で
き
な
い
こ
と
も
、
み

ん
な
と
協
力
す
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

仲
間
を
信
じ
て
挑
戦
し
て
い
い
の
だ
と
学

び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
み
ん
な
が
困
っ

て
い
た
ら
積
極
的
に
声
を
か
け
た
り
、
助

け
合
っ
た
り
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て

７
年
生
に
な
っ

た
ら
、
５
年
生

や
他
の
ク
ラ
ス

の
人
を
助
け
ら

れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

仲
間
と
つ
く
っ
た 

最
高
の
思
い
出

大
澤
　
　
晴

移
動
の
バ
ス
の
中
で
は
、
私
は
「
ド

キ
ド
キ
」
と
「
ワ
ク
ワ
ク
」
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
合
同
キ
ャ
ン
プ
の

前
日
に
は
、
も
う
待
ち
き
れ
な
い
ほ
ど

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
班
の
仲
間
と

２日間の活動のスタートです

朝の集いでのラジオ体操
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「
一
茶
ふ
る
さ
と
俳
句
」
８
月
募
集
入
選
句
発
表　

選
者
：
信
濃
町
の
俳
句
会
の
皆
さ
ん（
合
議
）

　
　
　

特
選
　
素
麺
の
茹ゆ

だ
る
あ
い
だ
の
ひ
と
り
言
　
　
　
　
吉
澤
　
弘
子

　
　
　
佳
作　

昼
時
や
素
麺
分
か
つ
夫め

お
と婦

箸　
　
　
　
　
　
　

棚
橋　
　

弘

　
　
　
佳
作　

五
本
箸
素
麺
口
へ
子
は
二
才　
　
　
　
　
　
　

志
原　

悦
子　
　
　
　
　
　

　
　
　
佳
作　

ど
ん
尻
で
流
し
素
麺
待
つ
爺
じ　
　
　
　
　
　

松
木　

珍
念

　
　
　

特
選
　
新
米
の
湯
気
を
し
ば
ら
く
顔
に
受
く
　
　
　
　
吉
松
　
暉
子
　
　

　
　
　
佳
作　

悲
惨
な
絵
目
を
そ
む
け
ず
に
原
爆
忌　
　
　
　

佐
藤
て
る
子　
　
　

　
　
　
佳
作　

目
に
涙
手
を
ふ
る
車
窓
残
暑
か
な　
　
　
　
　

水
越
八
重
子　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

佳
作　

天
帝
の
采
配
ひ
と
つ
秋
の
雨　
　
　
　
　
　
　

静
谷　

和
子　

敬
称
略
。
一
部
添
削
し
て
い
ま
す
。

【
や
さ
し
い
添
削
コ
ー
ナ
ー
】

元　
句　
涙
ふ
き
手
ふ
る
車
窓
の
残
暑
か
な

添
削
例　
目
に
涙
手
を
ふ
る
車
窓
残
暑
か
な

★
俳
句
で
は
、
動
き
（
時
間
の
流
れ
）
を
示
す
動
詞
を
最
大
一
個
に
と

ど
め
、
一
瞬
を
切
り
取
っ
た
形
に
す
る
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
涙
」
の
方
を
名
詞
に
置
き
換
え
て
動
詞
を
減
ら
し
て
み
ま
し
た
。

★
今
月
の
投
句
募
集
★　
初
心
者
・
子
ど
も
さ
ん
も
大
歓
迎

■
期　
　
間
：
10
月
31
日
金
必
着
（
入
選
発
表
：
広
報
し
な
の
12
月
号
）　　

■
季　
　
題
：
①
新
米　

／　

②
自
由
題　

★
一
人
何
句
で
も
可

■
投
句
方
法
：
俳
句
／
住
所
／
氏
名
／
電
話
番
号
記
載
の
上
、
①
は
が
き
、

②
持
参
、
③
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
一
茶
記
念
館
へ
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

※
よ
り
よ
い
形
に
添
削
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
二
重
投
句
（
同
じ
句
を
複
数
の
場
所
へ
投
句
す
る
こ
と
）
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

【
問
】
一
茶
記
念
館　
　
〒
３
８
９
―
１
３
０
５  

信
濃
町
柏
原
２
４
３
７
―
２

☎
０
２
６（
２
５
５
）３
７
４
１　

  M
ail

：issakinen@
tow

n.shinano.lg.jp　

自由題 素麺

★投句は楷書で読みやすくお願いします

令
和
七
年
十
月

ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ
北
国
街
道

【
ふ
る
さ
と
基
礎
講
座
】　
８
月
23
日

　

昨
年
の
「
佐
渡
島
の
金
山
」
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文

化
遺
産
登
録
を
記
念
し
て
、
一
茶
記
念
館
学
芸
員

が
地
元
の
古
文
書
を
駆
使
し
て
北
国
街
道
の
成
り

立
ち
、「
御
金
荷
」
の
輸
送
、
参
勤
交
代
、
一
茶

の
見
た
北
国
街
道
な
ど

様
々
な
切
り
口
か
ら
北

国
街
道
を
解
説
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
大
変
ご
好
評

を
い
た
だ
き
、
た
く
さ

ん
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

企
画
展

  

一
茶
と
門
人
文
虎　

11
月
30
日
日
ま
で

　

一
茶
の
門
人
の
中
で
も
と
り
わ
け
若
く
筆
が

た
ち
、「
一
茶
翁
終
焉
記
」
を
書
き
残
し
た
西

原
文
虎
と
一
茶
の
関
係
な
ど
を
、
令
和
５
年
に

文
虎
直
系
の
末
裔
の
方
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
貴
重
な
関
係
資
料
を
中
心
に
多
面
的
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。

10
月
の
催
し
物

【
第
３
回
一
茶
記
念
館
講
座
】

演
題　
「
一
茶
と
門
人
文
虎
」　

講
師　
中
村
敦
子
氏（
一
茶
記
念
館
前
学
芸
員
）

日
時　
10
月
18
日
土
14
時
～
15
時
30
分

会
場　
一
茶
記
念
館
研
修
室

料
金　
一
茶
記
念
館
入
館
料
（
大
人
500
円
）

内
容　
現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
一
茶
と
門

人
文
虎
」
に
合
わ
せ
、
一
茶
と
門
人
西
原
文

虎
の
関
係
に
つ
い
て
、館
に
寄
贈
さ
れ
た「
西

原
文
虎
資
料
」
を
詳
し
く
分
析
し
た
内
容
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

一
茶
筆
自
画
賛
「
古
松
や
又
あ
ら
た
め
て
い
く
か
す
ミ
」



便り
★童話館では童話の
森花の会と一緒に「時
間の花ガーデン」づく
りをしています。

問黒姫童話館 ☎０２６（２５５）２２５０　FAX０２６（２５５）２２６１
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○野尻湖・黒姫高原の文学と風景画展
　信濃町にはいろいろな作家が訪れ、数多くの作品が生まれています。このたびの企画はそんな信濃町が登場する
作品と作家達が愛した野尻湖と黒姫高原の風景を絵画や写真で紹介します。
■開催日時　10 月４日土～ 11 月 30 日日

○第２回エンデ学会
　学会といっても学者でなくたって構いません。児童文学作品から社会への問題提起まで、ミヒャエル・エンデの
魅力をいろんな角度から発表し合います。楽しく学びましょう！
■開催日時　10 月 25 日土～ 10 月 26 日日　１泊２日　※詳細は黒姫童話館ホームページにて公開します。

○堀内美江公開講座
　生前のエンデと交流のあった堀内美江さんを第２回エンデ学会にお招きして、講演会を開催します。
■開催日時　10 月 25 日土　午後 1 時 00 分～午後 2 時 30 分
■募集人数　150 名（事前申込制・先着順）
■申込み　　黒姫童話館へお電話にてお申し込みください。
※この公開講座は、童話館の入館料でご聴講いただけます。

○10月その他のイベント　11 日土：おはなしの日　12 日日：紙芝居の日

第
106
回
「
江
戸
か
ら
故
郷
へ
　
～
旧
巣
を
奪
わ
る
～
」

　
文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
７
月
、

一
茶
さ
ん
は
父
の
七
回
忌
に
帰
郷

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
か

ら
、
弟
・
継
母
と
の
遺
産
相
続
交

渉
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
み
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
別
稿
で

順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
と
し
て
、

今
回
か
ら
は
、
遺
産
相
続
交
渉
が

与
え
た
、
一
茶
さ
ん
の
江
戸
暮
ら

し
へ
の
影
響
を
見
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
「
文
化
三
―
八
年
句
日
記

写
」
文
化
５
年
12
月
17
日
の
記
述

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

生
れ
国
柏
原
に
や
ど
り
て
、
二
百

日
あ
ま
り
と

どゞ

ま
り
て
、
漸

や
う
や
うこ

と
し

の
暮
な
ん
と
す
る
日
、
か
つ
し
か
の

旧
巣
に
も
ど
れ
ば
、
留
主
守
る
人
も

い
ず
ち
行
け
ん
、
蕣

あ
さ
が
ほの

枯
蔓つ

る

お
の
が

ま
まゝ

に
は
び
こ
り
、
一
む
ら
竹
は
あ

ら
し
に
折
れ
た
り
。
壁
お
ち
庇

ひ
さ
し

破
れ

て
、
誠
に
秋
の
野
づ
ら
に
立
が
ご
と

し
。
か
く
荒
ま
さ
り
た
る
家
を
さ
へ
、

こ
の
も
し
く
思
ふ
人
あ
り
て
や
、
柱

と
も
た
の
ま
れ
た
る
隣
翁
（
※
１
）

の
心
、
た
よ
た〳

よ〵

と
く
じ
け
て
、
い

つ
い〳

つ〵

の
日
、
こ

異

と
人
に
ゆ
づ
り
し

と
な
ん
。

　
一
茶
さ
ん
は
こ
の
年
、
祖
母
の

三
十
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
、
６
月

に
草
津
温
泉
を
経
由
し
て
柏
原
の

実
家
へ
帰
郷
し
て
お
り
、
以
来
半

年
以
上
家
を
空
け
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
間
に
本
所
相
生
町
五
丁

目
の
借
家
が
荒
れ
果
て
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
大
家
さ
ん
の
意
向
で
他
人

の
手
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
い

て
い
ま
す
。

　
一
茶
さ
ん
は
こ
の
時
、
遺
産
交

渉
が
首
尾
よ
く
ま
と
ま
れ
ば
そ
の

ま
ま
故
郷
に
永
住
す
る
心
づ
も
り

で
借
家
を
後
に
し
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
結
果
的
に

江
戸
へ
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

年
末
に
住
む
家
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
一
茶
さ
ん
は
、
や
む
を
得

ず
、
師
匠
の
夏な

つ
め
せ
い
び

目
成
美
の
家
に
転

が
り
込
み
、
そ
こ
で
年
を
越
し
て

い
ま
す
。

家
な
し
の
此こ

の

身
も
春
に
逢
ふ
日
哉

　

随ず
い
さ
い斎

（
※
２
）
の
も
と
に
あ
り
て

　
　
　
　
　
　

乞
食
客　

一
茶
述

　
こ
れ
以
降
、
一
茶
さ
ん
は
借
家

を
転
々
と
し
た
り
、
友
人
・
門
人

の
家
に
滞
在
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。

一茶記念館
学芸員　渡辺　洋

※
１
隣
翁
：
隣
に
住
む
大
家
の
こ
と

※
２
随
斎
：
夏
目
成
美
の
こ
と

十
八
日　
晴　
旧
巣
を
売
文
別
ニ
有

　
　
　
　
け
ふ
に
成
て
家
取
れ
け
り
と
し
の
暮

　
　
　
　
行
年
を
元
の
家
な
し
と
成
り（
に
）け
り　

「
文
化
五・六
年
句
日
記
」（
一
茶
記
念
館
寄
託
）
の
記
述
。

今
回
紹
介
し
た
文
章
と
は
、
日
付
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
少

し
異
な
る
。



８
月
10
日
（
日
）、
11
日

（
月
）
に
野
尻
湖
発
掘
調
査

団
と
共
催
で
、
行
事
「
氷
河

時
代
た
ん
け
ん
隊
２
０
２

５
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
64
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

東
北
信
野
尻
湖
友
の
会
を

運
営
す
る
信
州
大
学
教
育
学

部
の
学
生
と
協
力
し
て
企
画

を
お
こ
な
い
、「
ナ
ウ
マ
ン

ゾ
ウ
が
い
た
頃
の
環
境
を
体

験
し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
3
班
に
分
か
れ
て
活

動
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
斑
尾
高
原
周

辺
で
活
動
す
る
予
定
で
し
た

が
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の

た
め
、
一
部
の
内
容
を
変
更

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

雨
が
強
く
な
る
前
に
、
野

尻
湖
テ
ラ
ス
に
の
ぼ
り
、
野

尻
湖
と
ま
わ
り
の
山
々
や
細

か
い
地
形
の
特
徴
を
観
察
し

な
が
ら
、
大
地
の
生
い
立
ち

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
環
境
を
体
験
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
標
高

約
８
０
０
ｍ
と
１
１
０
０
ｍ

の
地
点
の
気
温
や
気
圧
の
違

い
を
調
べ
る
た
め
、
簡
易
的

な
計
測
装
置
を
使
っ
て
実
験

し
ま
し
た
。

次
に
妙
高
高
原
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、
野
尻

湖
周
辺
の
現
在
の
自
然
環
境

や
歴
史
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
い
も
り
池
の
植

物
に
つ
い
て
解
説
を
聞
い
た

後
は
、黒
姫
山
に
移
動
し
て
、

地
層
を
観
察
し
、
班
長
が
代

表
し
て
火
山
灰
を
採
取
し
ま

し
た
。

夜
は
博
物
館
を
見
学
し
ま

し
た
。
特
別
に
3
月
の
発
掘

で
掘
り
上
げ
ら
れ
、
保
存
の

た
め
の
処
理
を
し
て
い
る
途

中
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石

な
ど
も
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

2
日
目
は
野
尻
湖
体
育
館

を
会
場
に
3
班
に
分
か
れ
て

活
動
し
ま
し
た
。
ナ
ウ
マ
ン

ゾ
ウ
と
と
も
に
見
つ
か
っ
た

植
物
化
石
の
観
察
と
そ
こ
か

ら
わ
か
る
氷
河
時
代
の
環
境

に
つ
い
て
の
学
習
、
昆
虫
や

植
物
の
化
石
探
し
、
火
山
灰

の
中
に
含
ま
れ
る
鉱
物
の
観

察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

天
候
に
よ
り
予
定
通
り
に

い
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
2
日
間
の
体
験
を

通
し
て
、
氷
河
時
代
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

・
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
野
尻
湖

が
見
え
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
。
虫
の
化
石
を
見
つ
け
た

の
が
う
れ
し
か
っ
た
。（
小

学
生
）

・
普
段
は
触
れ
ら
れ
な
い
よ

う
な
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
歴
史

や
、
博
物
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
な
ど
を
見
学
で
き
て
よ

か
っ
た
。（
中
学
生
）

・
雨
で
も
十
分
に
楽
し
め
た
。

発
掘
を
含
め
、
資
料
整
理
な

ど
地
道
な
作
業
の
積
み
重
ね

が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
。

（
一
般
）

　笹ヶ峰夢見平遊歩道の約10 
kmのコースを歩き、自然や歴
史について学びましょう。起伏
が多い山道を歩きます。
日　時　10月5日（日）
　　　　9:00 ～ 16:00
集　合　9:00　博物館駐車場
費　用　100円（資料代＋保険代）
服　装　ハイキングの服装、歩き
　　　　やすいくつ、帽子
持ち物　昼食、飲み物、タオル、　

　　　　筆記用具、雨具、お持ち
　　　　の方は双眼鏡やルーペ
定　員　15名（定員になりしだい、
　　　　締め切ります。）
申込み　10月３日（金）17:00
　　　　までに博物館までお電
　　　　話でお申し込みください。
※雨天中止。中止の場合は当日
8時30分までに博物館から連絡
します。

氷
河
時
代
た
ん
け
ん
隊
２
０
２
５
の
報
告

学習会のお知らせ

あまとみトレイルを歩こう　笹ヶ峰

野
尻
湖
テ
ラ
ス
か
ら
湖
と

山
々
を
遠
望

黒
姫
山
の
ふ
も
と
で

地
層
を
見
学

火
山
灰
の
中
の
鉱
物
を
観
察

昆
虫
化
石
さ
が
し
に
挑
戦

植物化石を観察
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大
久
保
南
遺
跡
は
、
上
信

越
自
動
車
道（
柏
原
バ
ス
停
）

近
く
の
大
久
保
地
区
に
位
置

し
て
お
り
、
毎
年
、
東
京
都

立
大
学
と
早
稲
田
大
学
に
よ

る
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
８
月
24

日
か
ら
９
月
15
日
ま
で
の
期

間
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
説
明
会
は
9
月
6
日

に
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
参
加

者
は
発
掘
の
成
果
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
東
京
都
立
大
学

の
岩
瀬
彬
助
教
に
よ
る
と
、

赤
土
の
地
層
か
ら
見
つ
か
っ

た
炭
（
焚
き
火
の
燃
え
滓
と

考
え
ら
れ
る
）
を
用
い
て
科

学
的
な
年
代
測
定
を
お
こ

な
っ
た
結
果
、
約
３
７
，
０

０
０
年
前
か
ら
３
６
，
０
０

０
年
前
の
も
の
と
推
定
さ

れ
、
こ
れ
は
、
日
本
列
島
に

現
生
人
類
が
到
達
し
始
め
た

時
期
で
、
日
本
列
島
最
古
級

の
遺
跡
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
期
間

中
に
は
、
信
濃
小
中
学
校
の

「
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
」
の
生
徒

が
発
掘
現
場
を
見
学
し
、
実

際
の
調
査
の
様
子
や
、
そ
こ

か
ら
出
土
し
た
黒
曜
石
の
石

器
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

大
学
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
た

今
回
の
発
掘
調

査
で
は
、
学
問

の
探
究
と
と
も

に
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
日

本
の
歴
史
や
郷

土
の
魅
力
を
体

感
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
両
角
太
一
）

９
月
12
日
（
金
）
午
前

に
開
館
か
ら
の
有
料
入
館
者

が
２
０
０
万
人
を
達
成
し
ま

し
た
。

２
０
０
万
人
目
の
来
館
者

と
な
っ
た
の
は
大
阪
府
よ
り

お
越
し
の
甲
斐
健
太
郎
さ

ん
。「
こ
ん
な
の
初
め
て
で

す
。
嬉
し
い
で
す
！
」
と
た

い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

８
月
８
日
、
９
日
と
12
日

か
ら
17
日
の
８
日
間
、
博
物

館
２
階
多
目
的
室
で
氷
河
時

代
体
験
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
石
器
づ
く
り
、
ア

ジ
ア
ゾ
ウ
の
骨
を
し
ら
べ
よ

う
、
昆
虫
化
石
さ
が
し
、
火

山
灰
の
鉱
物
し
ら
べ
の
４
つ

の
体
験
を
日
替
わ
り
で
お
こ

な
い
、
30
名
〜
50
名
、
多
い

日
で
は
90
名
近
く
の
来
館
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
夏
休
み

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
由

研
究
で
活
用
し
た
い
と
い
う

方
も
い
て
、
熱
心
に
体
験
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

６
名
の
氷
河
時
代
案
内
人

の
方
に
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
た
。
一
緒
に
来
館
さ
れ
た

栗
田
佳
奈
さ
ん
と
二
人
で
記

念
の
く
す
玉
を
割
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

お
二
人
に
は
近
藤
館
長
よ

り
入
館
者
２
０
０
万
人
目
の
認

定
証
と
博
物
館
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
詰
め
合
わ
せ
た

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

博
物
館
は
野
尻
湖
発
掘
の

出
土
品
を
現
地
に
保
管
し
、

多
く
の
方
た
ち
に
公
開
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

59
（
１
９
８
４
）
年
7
月
に

開
館
し
ま
し
た
。令
和
２（
２

０
２
０
）
年
に
は
感
染
症
拡

大
な
ど
で
お
客
様
を
お
迎
え

で
き
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
年

間
3
万
人
ほ
ど
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開

館
よ
り
41
年
2
か
月
を
経
て

の
２
０
０
万
人
の
大
台
達
成

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
野
尻
湖
発

掘
の
成
果
と
、
信
濃
町
の

自
然
や
歴
史
を
紹
介
す
る

唯
一
無
二
の
博
物
館
と
し

て
、
多
く
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
度
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

大
久
保
南
遺
跡

発
掘
調
査

現
地
説
明
会
の
報
告

氷
河
時
代
体
験

ミ
ニ
講
座
の
報
告

野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館

有
料
入
館
者
200
万
人
達
成
‼

た
く
さ
ん
の
ご
来
館
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。記念セレモニーの様子

遺跡見学のようす

ミニ講座「アジアゾウの骨をしらべよう」のようす
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２
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あ
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が
ら
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立
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い
て
学
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ま

た
、
今
回
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環
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体
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し

よ
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こ
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で
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標
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と
１
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の
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点
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を
調
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簡
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実
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高
原
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に
移
動
し
、
野
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現
在
の
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然
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に
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て
理
解
を
深

め
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も
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池
の
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解
説
を
聞
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後
は
、黒
姫
山
に
移
動
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て
、

地
層
を
観
察
し
、
班
長
が
代

表
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て
火
山
灰
を
採
取
し
ま

し
た
。

夜
は
博
物
館
を
見
学
し
ま
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。
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に
3
月
の
発
掘

で
掘
り
上
げ
ら
れ
、
保
存
の

た
め
の
処
理
を
し
て
い
る
途

中
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石

な
ど
も
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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日
目
は
野
尻
湖
体
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館

を
会
場
に
3
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に
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し
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た
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ウ
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山
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る
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観
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ま
し
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。

天
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に
よ
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予
定
通
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に
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な
い
と
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が
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2
日
間
の
体
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を
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て
、
氷
河
時
代
に
つ
い

て
理
解
を
深
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て
い
た
だ
く

こ
と
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で
き
ま
し
た
。
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参
加
者
の
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想
】

・
リ
フ
ト
に
乗
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野
尻
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が
見
え
た
の
が
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れ
し
か
っ

た
。
虫
の
化
石
を
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た

の
が
う
れ
し
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た
。（
小
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・
普
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は
触
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な
い
よ

う
な
ナ
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マ
ン
ゾ
ウ
の
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や
、
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館
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バ
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ど
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よ
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。（
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・
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理
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ど
地
道
な
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業
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積
み
重
ね

が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
。

（
一
般
）

　笹ヶ峰夢見平遊歩道の約10 
kmのコースを歩き、自然や歴
史について学びましょう。起伏
が多い山道を歩きます。
日　時　10月5日（日）
　　　　9:00 ～ 16:00
集　合　9:00　博物館駐車場
費　用　100円（資料代＋保険代）
服　装　ハイキングの服装、歩き
　　　　やすいくつ、帽子
持ち物　昼食、飲み物、タオル、　

　　　　筆記用具、雨具、お持ち
　　　　の方は双眼鏡やルーペ
定　員　15名（定員になりしだい、
　　　　締め切ります。）
申込み　10月３日（金）17:00
　　　　までに博物館までお電
　　　　話でお申し込みください。
※雨天中止。中止の場合は当日
8時30分までに博物館から連絡
します。

氷
河
時
代
た
ん
け
ん
隊
２
０
２
５
の
報
告

学習会のお知らせ

あまとみトレイルを歩こう　笹ヶ峰

野
尻
湖
テ
ラ
ス
か
ら
湖
と

山
々
を
遠
望

黒
姫
山
の
ふ
も
と
で

地
層
を
見
学

火
山
灰
の
中
の
鉱
物
を
観
察

昆
虫
化
石
さ
が
し
に
挑
戦

植物化石を観察

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～

大
久
保
南
遺
跡
は
、
上
信

越
自
動
車
道（
柏
原
バ
ス
停
）

近
く
の
大
久
保
地
区
に
位
置

し
て
お
り
、
毎
年
、
東
京
都

立
大
学
と
早
稲
田
大
学
に
よ

る
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
８
月
24

日
か
ら
９
月
15
日
ま
で
の
期

間
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
説
明
会
は
9
月
6
日

に
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
参
加

者
は
発
掘
の
成
果
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
東
京
都
立
大
学

の
岩
瀬
彬
助
教
に
よ
る
と
、

赤
土
の
地
層
か
ら
見
つ
か
っ

た
炭
（
焚
き
火
の
燃
え
滓
と

考
え
ら
れ
る
）
を
用
い
て
科

学
的
な
年
代
測
定
を
お
こ

な
っ
た
結
果
、
約
３
７
，
０

０
０
年
前
か
ら
３
６
，
０
０

０
年
前
の
も
の
と
推
定
さ

れ
、
こ
れ
は
、
日
本
列
島
に

現
生
人
類
が
到
達
し
始
め
た

時
期
で
、
日
本
列
島
最
古
級

の
遺
跡
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
期
間

中
に
は
、
信
濃
小
中
学
校
の

「
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
」
の
生
徒

が
発
掘
現
場
を
見
学
し
、
実

際
の
調
査
の
様
子
や
、
そ
こ

か
ら
出
土
し
た
黒
曜
石
の
石

器
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

大
学
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
た

今
回
の
発
掘
調

査
で
は
、
学
問

の
探
究
と
と
も

に
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
日

本
の
歴
史
や
郷

土
の
魅
力
を
体

感
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
両
角
太
一
）

９
月
12
日
（
金
）
午
前

に
開
館
か
ら
の
有
料
入
館
者

が
２
０
０
万
人
を
達
成
し
ま

し
た
。

２
０
０
万
人
目
の
来
館
者

と
な
っ
た
の
は
大
阪
府
よ
り

お
越
し
の
甲
斐
健
太
郎
さ

ん
。「
こ
ん
な
の
初
め
て
で

す
。
嬉
し
い
で
す
！
」
と
た

い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

８
月
８
日
、
９
日
と
12
日

か
ら
17
日
の
８
日
間
、
博
物

館
２
階
多
目
的
室
で
氷
河
時

代
体
験
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
石
器
づ
く
り
、
ア

ジ
ア
ゾ
ウ
の
骨
を
し
ら
べ
よ

う
、
昆
虫
化
石
さ
が
し
、
火

山
灰
の
鉱
物
し
ら
べ
の
４
つ

の
体
験
を
日
替
わ
り
で
お
こ

な
い
、
30
名
〜
50
名
、
多
い

日
で
は
90
名
近
く
の
来
館
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
夏
休
み

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
由

研
究
で
活
用
し
た
い
と
い
う

方
も
い
て
、
熱
心
に
体
験
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

６
名
の
氷
河
時
代
案
内
人

の
方
に
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
た
。
一
緒
に
来
館
さ
れ
た

栗
田
佳
奈
さ
ん
と
二
人
で
記

念
の
く
す
玉
を
割
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

お
二
人
に
は
近
藤
館
長
よ

り
入
館
者
２
０
０
万
人
目
の
認

定
証
と
博
物
館
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
詰
め
合
わ
せ
た

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

博
物
館
は
野
尻
湖
発
掘
の

出
土
品
を
現
地
に
保
管
し
、

多
く
の
方
た
ち
に
公
開
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

59
（
１
９
８
４
）
年
7
月
に

開
館
し
ま
し
た
。令
和
２（
２

０
２
０
）
年
に
は
感
染
症
拡

大
な
ど
で
お
客
様
を
お
迎
え

で
き
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
年

間
3
万
人
ほ
ど
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開

館
よ
り
41
年
2
か
月
を
経
て

の
２
０
０
万
人
の
大
台
達
成

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
野
尻
湖
発

掘
の
成
果
と
、
信
濃
町
の

自
然
や
歴
史
を
紹
介
す
る

唯
一
無
二
の
博
物
館
と
し

て
、
多
く
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
度
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

大
久
保
南
遺
跡

発
掘
調
査

現
地
説
明
会
の
報
告

氷
河
時
代
体
験

ミ
ニ
講
座
の
報
告

野
尻
湖
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館

有
料
入
館
者
200
万
人
達
成
‼

た
く
さ
ん
の
ご
来
館
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。記念セレモニーの様子

遺跡見学のようす

ミニ講座「アジアゾウの骨をしらべよう」のようす

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～
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■開催日　　10 月 25 日（土）、10 月 26 日（日）
■場所　　　斑尾高原スキー場＆斑尾高原ホテル周辺エリア
町民割もあり！詳細は特設サイトをご覧ください。

10

問長野シルバー人材センター ☎（２３７）８３１５

■日時　　10 月８日（水）、11 月 12 日（水）午後２時 00 分～（受付開始：午後１時 30 分）
■場所　　長野市勤労者女性会館しなのき
■申込み　ご希望の宛先に入会申込書をお送りいたします。必要事項をご記入いただき、事前に電話予約の上、
　　　　　説明会にご参加ください。

長野シルバー人材センターの会員募集（入会説明会開催）

　様々な事情で家族と暮らせない子どもたちを自らの家庭に迎え入れ、温かい愛情と適切な環境で成長をサ
ポートする人が「里親」です。この機会に里親について理解を深めてみませんか。
　〇親と離れて暮らす子どもたち
　現在、日本では約 4 万２千人の子どもたちが親と離れて施設等で暮らし、そのうち、約２割が里親家庭で
　過ごしています。長野県内では、約 600 人の子どもたちが親と離れて生活しています。
　〇里親制度
　里親には、法律上の親子となることを希望する「養子縁組里親」、実親が養育できない期間に養育を担う「養
　育里親」などがあります。今、「養育里親」の活躍が求められており、なり手を募集しています。
　※里親には、国から子どもを育てるために必要な生活費などが支給され、里親支援センター、県などによる
　さまざまな養育支援があります。

ご存じですか？里親制度 ～ 10 月は里親月間～

「福祉の職場をくわしく知りたい」または「就職を考えたい」という方のために・・・。福祉関係事業所の方
と直接面談ができます。

■日時　　11 月 11 日（火）午後１時 30 分から午後３時 30 分
■場所　　シャトレーゼホテル長野

詳しくは長野労働局ホームページまたは、長野県福祉人材センターホームページをご覧ください。

問ハローワーク長野 　   　☎（２２８）１３００　４１♯
問長野県福祉人材センター☎（２２６）７３３０

問長野県中央児童相談所　　☎（２３８）８０３０
問里親支援センターともに　☎（２１７）６３５１
問教育委員会 子ども支援係  ☎（２５５）５９２３

福祉の職場説明会・就職相談会

斑尾アニフェス 2025 を開催します！！

斑尾アニフェス 2025　特設サイト

詳細はこちらから

問産業観光課 商工観光・癒しの森係 ☎（２５５）３１１４



長野労働局労働基準部賃金室　☎（２２３）０５５５

SHINANO  2025.10.127

1予防接種小児科外来（予約制）   信越病院
毎週月～金／受付13:30～14:00 
※希望日の4日前までに予約してください。
※予防接種は一般外来でも承りますが、そ
の場合も予約が必要です。

2幼児健診（1歳半児・3歳児）  地域交流施設
11月５日水／受付：12：30～12：45
1歳半児／対象：令和6年3・4月生
3歳児／対象：令和4年9・10月生

3乳児健診（4・7・10か月児）  地域交流施設
10月30日木／受付：12：30～12：45（7・
10か月児）／12：45～13：00（4か月児）
4か月児／対象：令和7年5・6月生
7か月児／対象：令和7年2・３月生
10か月児／対象：令和6年11・12月生

4こころの健康相談　　　　 　富士里支館
10月23日木／17:00～19:00
※3日前までに予約してください。

5断酒会   　　　　　　　　      総合会館
10月22日水／18：00～19：00／お酒をや
められない方、断酒を続けている方、ご家族
の方のお酒についての相談、学習　

6よろず相談　　　   木育ルームなかよし
10月6日月
10：00～11：30　子育ての相談

7母乳相談　　　      木育ルームなかよし
10 月１日水/６日月/８日水/14日火/15日水
/21日火/22日水/27日月/29日水
9:00 ～ 13:00/ 母乳育児の相談、乳房マッ
サージ、体重測定
※1日4組の予約制で行います。詳しくは、
子育て支援サイトをご覧ください。

8すくすく相談　　　木育ルームなかよし
生後2カ月の乳児を対象に、月1回相談会を
行っています。

9発達相談　　　 　  木育ルームなかよし
※ホームページなどをご確認ください。

◆木育ルームなかよしの絵本について
木育ルームなかよしには約1,200冊の絵本
があります。１人１回３冊まで貸し出しがで
きますので、ぜひ、ご利用ください。詳しく
は、ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ先
1信越病院小児科外来 ☎(255)3100
2～6保健予防係 ☎(255)3112
78なかよし相談員☎090(4382)6832
9教育委員会事務局 ☎(255)5923

生ごみ処理機器購入費補助の申請受付中！

問住民福祉課環境係
☎（255）592410月資源物収集

2日木 スチール類

4日土 雑誌・雑がみ（柏原・富士里）

7日火 アルミ類

9日木 ペットボトル

11日土 雑誌・雑がみ（野尻・古間）

16日木 特別回収・ビン無色

18日土 新聞・チラシ（柏原・富士里）

21日火 ビン茶色

23日木 ビンその他の色

25日土 新聞・チラシ（野尻・古間）

28日火 埋立ごみ

30日木 発泡スチロール・トレー

1,061円／時間
10 月３日から
長野県最低賃金

　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される「長野県最低賃
金」が、令和７年 10 月３日から時間額 1,061 円に改正されます。この
機会にご確認ください。
　また、中小企業・小規模事業者などに対
する賃金の引き上げの環境整備、雇用の
維持を図るための支援策を実施していま
す。ご活用ください。

お申込みは、10 月15 日（水） 午後４時 30 分までに
商工観光・癒しの森係 ☎（255）3114 へご連絡ください。

※受付: 午前8 時30 分～午後5 時00 分（土日祝日除く）

　秋空の下、ご一緒に一茶の句碑をめぐってみませんか？
　黒姫駅から仁ノ倉方面の句碑をノルディックウォーキングで歩きます。
　ウォーキング用ストックは脚や膝の負担を軽減します。
　ゆっくり歩くので初心者の方も大歓迎です。※雨天中止

■日程　　10 月 16 日（木）　午前 9 時 00 分～午前 11 時 00 分頃
■集合　　午前 9 時 00 分　黒姫駅西口駐車場
■持ち物　�リュックなど両手の空くもの、飲み物、雨具、あればノルディッ

クウォーキング用ストック
■参加費　500 円（保険代）

ひとときの会からのお知らせ

一茶の句碑をめぐって郷歩き♪

秋のてくてく散歩
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※カッコ内は前月との比較
人口 7,439 人 (-5)　男 3,714 人 (-1)　女 3,725 人 (-4)　世帯数 3,361世帯 (-6)　8 月 31日現在

◆
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
気
候
も
す
っ

か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
ね
。
涼
し
く

な
り
、過
ご
し
や
す
い
季
節
が
到
来
し

て
嬉
し
い
限
り
で
す
。  

　
9
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て「
信

越
五
岳
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス

2
0
2
5
」が
開
催
さ
れ
、あ
い
に
く

の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
多
く
の
参

加
者
が
集
ま
り
、会
場
は
終
始
賑
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
広

報
の
腕
章
を
着
け
て
撮
影
を
し
て
い
た

お
か
げ
か
、参
加
者
の
方
々
か
ら
様
々

な
ポ
ー
ズ
や
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
い
た
だ

き
、と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
全
力
で
走
る
姿
や

笑
顔
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
心
か
ら
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
伝
わ
り
、シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
手
に
も
自
然
と
力
が
入
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、良
い
写
真
を
た
く
さ

ん
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、力
が

入
り
す
ぎ
た
せ
い
か
ブ
レ
た
写
真
が
何

枚
か
あ
っ
た
の
が
残
念
で
す
。  

　
来
年
は
良
い
瞬
間
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
、技
術
を
磨
い
て
撮
影
に
挑
も
う
と

思
い
ま
す
。
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バドミントンの選手になりたい

私は４月に千葉県から引っ越してきました。信濃町
に引っ越したら ｢なにか新しい事がしたい。｣と

思っていました。学校の説明会で、バドミントンクラブ
があると知り、興味を持ちました。６月に体験をし、皆
がとても速いスピードで打ち合いをしているのを見て ｢
すごいな。｣、｢私も打てたらいいな。｣と思い、すぐに
入部を決めました。
　私は今、バドミントンのルールや打ち方、ステップの
仕方などたくさんのことを覚え、動けるように練習に励
んでいます。まだ上手に打ち返すことができず、なかな
か点を取ることができませんが、今年の秋には大会に参
加できるようです。きっと今はまだ初戦で負けてしま
うかもしれません。でも諦めたくありません。来年に
は大会でメダルを取りたいです。早く皆に追いつき、そ
して追い越せるように一生懸命頑張って、バドミントン
の選手になりたいと思っています。
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